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序 言

武蔵国分寺遺跡は、金堂、講堂等の主要建造物が置かれた僧・尼両寺の各寺域、付属施設等

が置かれたと考えられる僧・尼両寺を含む寺地、その周辺に展開する竪穴住居跡、掘立柱建物

跡、土坑、溝跡などから成りたっていることが次第に明らかになりつつある。

これらの成果は寺域確認調査の他に、個人住宅建設に伴う小規模な調査や、下水管埋設工事

に伴う道路下での地道な調査の積み重ねによるものである。

近年、市内の開発が進むにつれて、このような記録・保存措置を講するための事前発掘調査

を行う機会が増え、住宅密集地域内や、往来がはげしい道路での調査であるために実施には多

くの困難が伴うが、それにもかかわらず奮闘されている調査貝諸氏には、改めて敬意を表する

とともに、国分寺市教育委員会の文化財保護行政の指導には感謝いたすしだいである。

今回報告の南部地区15号工事に伴う発掘調査は、これまで比較的調査例の少なかった国分寺

崖線直下(黒鐘谷)の様相の一端に触れるものとして意味があると考える。調査の具体的内容

は各章に詳述してあるが、まだまだ不備な点も眼につくかと思います。御批判、御教示をいた

だければ幸いかと存じます。

最後に調査にあたって、終始御協力をいただいた国分寺市都市整備部下水道課の方々に感謝

の意を表するものである。

調査会長 星 野 亮 勝



例 言

1.本書は、東京都国分寺市西元町に所在する武蔵国分寺跡において、昭和48年以来実施されている調査の内、

第37次、市公共下水道面整備南部地区15号工事に伴う事前調査の成果をまとめたものである。発掘調査は国

分寺市都市整備部下水道課より委託金を受けて実施した。

2.本調査は、昭和52年10月27日より昭和53年4月17日まで実施した。行田裕美(昭和54年退出)が現場を担当した。

3.報告書作成は、武蔵国分寺遺跡調査会事務所で行った。

4.本書の執筆、編集は滝日宏・永峯光一・大川清・坂詰秀一の監修のもとに、調査貝全貝の検討、討議を経

て上村昌男が行った。出土遺物、瓦の一覧表は有吉重蔵が行った。

5.出土遺物の実測・写真撮影・図版作成は、井田淑子・木村初江・小峰ミョ子・山口啓子・若林雅子の協力

を得た。

6.石器の実測は、小松真名(昭和55年恋ケ窪遺跡調査会退出)が行った。

7.報告書作成の過程で、次の方々の御教示を賜った。厚く御社申し上げます。

浅野晴樹・岡崎完樹・斉藤孝正・砂田佳弘・高林均・楢崎彰一・長谷部栗爾・服部敬史・坂野和信・守屋雅史

8.発掘調査、ならびに整理作業に参加協力いただいた方々は、下記の通りである。

発掘参加者

大久保敏明・工藤健司・小鳥居均・小林俊猛・清水隆博・高橋健司・田中克宜・中村亨・長神明・成田昭・

平野進・古見雅紀・真島謙三

整理参加者

上原政江・岡田恵理・川岸みつ子・神田社子・鎌田育美・北畠博子・榊原優子・中村順子・長岡サカエ・

馬上久美子・山口京子・草野夏美



凡 例

1.遺構は、各遺構毎にほぼ発見順に連続番号を付し、下記の遺構記号を冠して表示する。本文中においては、

1SD73溝跡」 ・ 「SS13集石跡」の様に記述腰図版においては、「SD73」 ・ 「SS-13Jの様に記す。

SD 溝跡・溝状遺構 SK 土坑・瓦溜め

SS 集石 P 小穴

2.調査地区の名称について「人孔」と記したが、下水道工事の立坑、マンホール部分の名称である。

1.遺構

①スクリーントーンの指示は次のとおりである。

平面図 [ニコ 焼土 墓爾目集石

断面図 愼i曙 盛土 崖票囮黒褐色土

[ニコ 漸移層 撰翅劾 ローム層

区憂g] 礫層 ■ 砂礫層

②平面図表示の数字は、発掘基準線中心点からの距離を表わす。発掘基準線中心点と僧寺金堂中心点の位置

関係は、前者の南北基準線上、中心点南26、276mに後者がある。また僧寺′中軸線の方位は発掘南北基準

線と一致し、真北から7゜08′03″、磁北からOo 38′03″、それぞれ西偏する。

③断面表示の数字は水糸レベルで、海抜高を示す。

④縮尺は次の通り統一した。

土坑・小穴

溝跡断面・平面図

標準土層断面図

2.遺物

①土器類におけるスクリーントーンの指示は次のとおりである。

遺物 [=] 須恵器・土師器

[ニコ 緑釉陶器

②墨書はベタであらわした。

③縮尺は、実測図においては実大・1/2.5・1/4、写真においては実大・1/2・1/3・1/4。何れかに統一して

ある。

④写真図版のうち出土遺物は、本文中の挿図番号と対照にした。例えば、「7-8」は、「第7図-8」の

ことを指す。

1/50

1/50

1/50

1/25

1/250

1/2500

集石跡

遺構全体図

遺構配置図

[=] 灰釉陶器

[ニコ 青磁



本文目次

序
=

酉

例
一
一

盲

几 例

Ⅰ 調査に至る経過 ・・・・・・・・・・・・◆・・◆・串・・・・・・・・・・・・・・・I・・・・・・・・◆・・・・・・・・・・◆・・◆・・◆・・◆・・◆・・◆・・ 1～2

IⅠ 調査地区の概観 ・・・・・・・・・・・・・・・・舎◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・譬・・・・・・・・・・・ 3

・・・I・◆◆◆・◆◆◆・・◆・◆・・・・・・◆◆・・◆・・・◆・◆◆・・・・・◆争・◆・・・◆・・・・・・・魯・・・◆・・響・・◆・・・・・・・・◆・・・・・ 3

Ⅳ 調査工程と経過 ◆・・◆◆・◆・・・◆・・・・・◆・・・・I・・◆・・I・・・・◆・・・・◆・・◆・・・◆・・・◆・・・・・◆・・・・・・・・◆・・・◆・・・ 4

Ⅴ 検出遺構 ◆・・・◆・・・・・◆・・・・・・◆・・◆・・◆・・・・・・・◆・・◆・・・・・・・・◆◆・・・・◆・◆・・・・・◆◆・・◆・・◆◆◆◆・◆◆・◆・・・・・・・ 1

No. 1.2.3.4人孔 ◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・―・・◆・・◆争・◆・・・◆・ ]

No. 5.6.7人孔 ・・・・・・・◆・・◆◆◆◆・◆・・・・・・・I◆・・・・・・・・・串・・・I・◆・・・・・・・・・・・・・・・・噂・・・・・・・・・ 8

No. 8.9人孔 ・・◆・・◆◆◆◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・―・・・・・・・・・・・・・・・・・・◆・・◆・・・・・・・・・・・譬・・・・・―・・・・ 9

Ⅵ 出土遺物 ―・◆◆・・自◆・・・・・・・・・・◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・◆・・・・・・・・・・・・・・・◆・・・・・・◆・・・ 14～15

土器一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・◆◆・・・・・・・・◆・I◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・響・・・・・・・・・・・・・・・ 16～25

瓦一覧 ・・・・・・・・・・・・◆◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・◆・・◆・・・◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・◆・・響・・・譬・・・・・ 26～31

撮文土器、石器一覧 自・・・・・・・・・・・・◆・・・・・・・・自・・・・・・・・・・・響・・・・・・・・・・・・・・・・・◆・・◆・・・・・・・・◆・ 32～34

Ⅶ小 結 ・・・・・◆・◆・◆◆・・・・・・・・・・・・・・・・◆・・・◆◆・◆I・・・・・・・・・・・・・・・・・―・・・・・・・・・・・◆・・◆・・・・・・◆・・・ 67～70

挿図目次

第1図 調査地位置図 ――◆◆◆・◆申申・・・・・◆――・■■■・・―-レ―魯-◆◆申・◆・・・・会◆◆◆会1自・・・1自1・・-111・・―――-レレ響-―中―暉・争中◆・・・県・・・◆・・・・・会・・・・会1自・・・・・響・――争争申◆◆噂 6

第2図 標準土層断面図 会喰響・・・―■レ・・――◆◆◆・・・・・■―響・・■・・中-■―争中中・◆・◆・・・・・自・・・・・■■■・―・■◆争-―中レ―・―■――・争―叩―中中◆・・◆・・◆争-・・・・ (6～7の間折込)

第3図 調査地区全体図 ◆魯-◆争・・・・◆・◆■―・―■■診中申-・・争・◆◆・・会会1・◆・■自■・―■雫―中串旨―争中中響◆・・争・◆◆・会・・◆・◆・・◆◆◆・・1・台・・・・・会1自◆・号響・響―牢叩争中申ダダ◆・・・・・・・会 10

第4図 No.4人孔小穴・硬質面、No.7人孔SD73溝跡、No,9人孔土坑実測図 ・・・・・キ◆◆・ダ・中叩叩1・・会-・・・会-―争中争響・・申・◆・・・・ 11

第5図 No. 8人孔SD73溝跡実測図 尋・・・・・・・旨響・◆―■◆争◆中ダダ・中中争◆・・・◆・・・・◆・・・・会・・・号1自・・◆・喰■―台響■伽■・・・■自■中串叩・中-・ダ・・◆・・・・自・・・・自■自◆―-レ雫― 12

第6図 No.7・8人孔集石実測図 ・・喰・◆・・喰■響・・■11-レ中◆―・◆◆響・・・・・・・会◆・・・会会1・・・号1自・・・■11・・・■■■・・―■薯―魯◆叩争争中・◆◆―・・・・・◆◆・・会会・・◆―b■・――■■ 13

第7図 4・6人孔表土出土遺物・◆◆・・・◆・会会-―・11■・・・■1雫中―串嗜・・暉響ダ・・争◆・◆・争・◆・・・・会・・・会1伽1◆◆1会■・・◆■■■・◆・薯-・―叩・中・―◆争-◆・・・・・・◆・・・・響・・-1 35



目 次

第8図 7人孔SD73出土遺物 ・・会・・・・自・・・―自・中―呻雫争串争嗜嗜・争争ダ・争争・・・・ダ◆・・・・・・・◆・・・・・・・1自・・・・自・・b1自・・◆自自自-b自◆・―自自◆旨自◆―◆・争◆中ダ自雫中会・申◆申1自 36

第9図 7人孔SD73出土遺物 会◆台・・・1自1雫・串雫自中―争ダ申申争◆・・争◆◆・・・・・・◆◆・・・・・・・会自自・・・・・・1自自・・・自自自bb1・◆―-1雫--1争中中嗜◆争―叩ダ争串串争◆争ダ雫争中◆―争◆串11 留

第10図 7人孔表土出土遺物・◆ダ嗜・・・・・・・11・・・自自自-b-1・◆■嗜・争串響・・―・・・・―◆・・争・・・・◆1・・・・・・会会自・・・自・・・・b自・・自自自・・会1・・自自自-・―響・・1自◆――自◆・b自・―旨自 38

第11図 7人孔出土遺物 表土・1～14、黒褐色土・15・16 自1-bb雫1中嗜雫・争-―嗜嗜・―-ダ・争争・・・争争ダ・・・◆・・◆◆◆・・・・・・・・・◆争◆・・・・・・・ダ 39

第12図 8人孔SD73A期出土遺物 ・・・・・・会会・・・・自・・・b自響・-1・中■■雫中申串嗜争中響嗜・争-・・・・響◆・・争・◆・・・争◆・・・・◆・・・会・・・台◆・1◆自・・・・・・自自・・会1・・・・・・会・ 40

第13図 8人孔SD73A期出土遺物 ・―b1自争-■ダ申―争嗜嗜申争・・―争・◆・・-ダ・・・・◆・・◆・・・・1・・・自・・・・・自自・・会1・・・自・・――b・◆・■自自―会自・・-1自・■自自-・b・・・自・・・1 41

第14図 8人孔SD73B期出土遺物 ・・・自・自・b―響中◆■自争・中争争―中響・・―響◆・・・◆・・・・◆・・会・◆・会・自・・・◆1・・・会・・・1自・・・b・・・■自・・1自・・・・・・1自・・b会・・・・・・・・ 42

第15図 8人孔SD73B期出土遺物 ・・・台自1◆・――自◆■1嗜中中―争争―争嗜嗜争争◆・・―◆・・争・◆・・・・◆・・・◆・・・◆◆・・・・・・・会◆台・・・・・・◆◆・・・会・・・自・・・会・・・・・・・1◆・・・ 43

第16図 8人孔出土遺物 SD73B期・1～7、表土・8～12 争・中レ■嗜中串畢申争―争串響争中争・・・争争◆・申・噂・争争・・・中争・・・・◆◆争争争申申中争・・争争◆中中 44

第17図 1・2・3人孔表土出土遺物・ ―争争・・・・◆・・・会・・・台・・・・・・・・自・・・―旨響・-1自1申-1中◆-1自雫串-―雫争中響嗜雫中申―争争申ダ嗜・争串-・争争嗜嗜・争―争・中―嗜争中―串響中申―雫1 45

第18図 4人孔表土出土遺物 嗜争・・◆ダ・・・◆・・・・・・・・1噛・・・・・・・◆自1・・-1・◆■自争・串串争中中雫・争中中串中中中ダ雫・中中争・争申争◆・中中中争争争争響◆―争争・・・・響・―中争争・申◆ダ・中-―・◆中骨自 46

第19図 5人孔出土遺物 表土・2・6、黒褐色土・1・3・4、暗茶褐色土・5 1自1◆・・響自・-1自・・・自・・1自・・・・・・・◆◆ 47

第20図 5・6人孔出土遺物 表土・1・2・3、暗茶褐色土・4 ・・・b◆台・・・1・・・bb・・・b自自・・1自自・―自自・・b・・・自自・・会台・・・・・・争・ 48

第21図 6人孔出土遺物 表土・2・3、暗茶褐色土・1 ・・・◆・・・・・◆・・・◆・・・会◆・・会◆◆・・・◆・・・会会・・・◆◆・会・・・・・◆・・◆◆・―争争・・―・嗜・串― 49

第22図 6人孔表土出土遺物 中レ◆・・・◆◆◆・・・◆◆・・・◆・・・自噂・・・1・・・自・・b1台・・・台・・―会自・・-1自響-◆自・・・レ自1・・-1・・―■1・・―・・・―旨薯-――響響◆旨自・・・1・・・・・・会◆・・・ 50

第23図 6人孔表土出土遺物・・・・・・・bb―・・・旨自雫中-―雫争争―響嗜争中争・・・・◆◆―争争◆・・・◆◆・・会・・・会・・・・会・・・・・◆・・・・・・・・1・・・・・・・・会・・・・・・・嗜台・・・・・・・◆◆・・◆・申 51

第24図 6人孔表土出土遺物・・・・自・・・・1・・・-11中―串1雫争-◆ダ申・―◆・・・争響・―会・・・・◆◆・・・・・・・◆◆・・会・・・・―◆・・・・・・・・会・・・―◆・・・会・・・・・・・・・・・・・・・◆響嗜争中争雫中 52

第25図 6人孔表土出土遺物・ ―中中―嗜・嗜-――・・・・争◆・・―・・・・◆・・・・・・・会会自・・・・・・b自・・・b・・・-1台・・1・・・・・1・・・自・自・・b・・・自自・・・b・・・自―自・会自・・・・・・・・◆・・・・・ 53

第26図 6人孔表土出土遺物・会・・1◆争―串-・・・――響・・・・・・会・自・・・・・・・会台・・・・・・・会自・・・自自・・b1◆・―自・・―・b・・・自1自・・b響・・■自1◆・-1・・■自自・――・・・・・・―・1・・・・・ 54

第27図 7人孔SD73出土遺物 壷自自―申―雫雫・串―争・・・◆嗜・争・・・・・◆◆・・・・・・・台・・・・・・・・自自自・・b・・―自自・・・・自・・b◆台・・・1・自-11◆・・自自・b1自・・・自・・台自自・・・・・・◆嗜 55

第28図 7人孔SD73出土遺物 1自自・・b自自◆会b―雫◆申争嗜嗜・・争・・・響ダ・・・・・・・◆ダ・・・・・・・会・・・・レ・・・◆・・・・・・◆・・・1・・・1自自・・会・・・台・・・・1・・・・・・・・ト・・・◆・・―争 56

第29図 7人孔表土出土遺物・ ・・・・◆◆・・・舎・・・・b自・・-1薯響甲串雫雫雫―叩ダ申申争・・申争争◆・・争・・・・◆◆・・・・・・・◆◆・・・◆ダ・・・会自・・・自自・・・自・・会1自・・・・・・1自・・・・・・・・◆・・・ も]

第30図 7・8人孔出土遺物 表土・1・2・3・4、SD73A期・5・6 ・・・・・・・会◆自・・・・・・1◆舎・・・・・・1◆・・・・・・・舎◆・・争 58

第31図 8人孔SD73A期出土遺物 嗜雫・・―争1・・・ダ・・・・・・・・会自・・・・・・・1自・・b・・・1自自・・・1・・■自自1自雫旨11―申―雫1争串レ1申申争ダ嗜・―争嗜申中―雫雫・畢叩嗜申串串嗜雫雫-11・b 59

第32図 8人孔SD73A期出土遺物 常1争申串争・・・争争嗜・・・◆・・・◆台・・・・・・・・台・・・・・・-1自・・-1・・-1■◆自雫p-1中串―嗜争争―串争申中-ダ嗜・―◆ダ―串―嗜嗜・争嗜嗜争中争・雫申1・雫・b 60

第33図 8人孔SD73B期出土遺物 ・・・・・b・・・―b11・串暉嗜争-―◆・・―・・・争◆響・・・・・・会◆・・・・・・・・会台自・・1会自・・・自自・・bb・・-1自1会1会・・-1自1-―薯・―-1自自b◆自・・ 61

第34図 8・9人孔出土遺物 表土・1・2・3、SK286・4 旨1争争申◆嗜・争争争◆・・争争争・・・◆◆◆・・・・・・会◆・・・・・・・・1・・・会・・・会噛・・会会・・ 62

第35図 5・8人孔出土遺物・ 舎・・・・◆・・・b台自・自中1◆雫串串争・・・◆嗜・・争・・・・◆・・・・・・・・自・自-bb1申1争◆雫中串―譬嗜嗜串-―・・・争◆嗜・・瞥・・・-ダダ・・・・・・会◆・・・・・・・・◆・・・・・・ 63

第36図 8人孔出土遺物・嗜嗜・争―争◆・・・・台・・・b自自・・申雫・嗜争―争・・・争嗜・・・争・・・・・・・・b・・・◆自◆申-・雫◆雫◆自嗜―串-ダ嗜嗜-――・・・◆嗜嗜・争瞥・・・◆・1・・・・・・台・・・・会・・・1台台・・1・・ 64

第37図 5・7・8人孔出土遺物 SS-21・1、SS-13・7 ・・・・・・・・1・・・会会1・・・自自・・bb・・・b自自-――・・――-1-―-1◆中-■雫串-b・・ 65

第38図 7・8人孔出土遺物・・・甲―自嗜中串争嗜嗜・・争争・・・台台自・・・・・・台台自-・―◆◆―――雪・――・争・・S1・・・・・・・・会・・・b1自・・◆自-・b◆1-・―■自雫―串―申◆―嗜嗜嗜-――申串―嗜嗜嗜争―嗜争中 66



図版目次

第1図版 調査地区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.調査地点遠景(南より)

2.調査地点遠景(東より)

3.調査風景

第2図版 1・2人孔・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.1人孔調査区全景(北より)

2.2人孔調査区全景(東より)

3.2人孔調査区西壁断面

第3図版 3・4人孔・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.3人孔調査区北壁断面

2.4人孔調査区全景(西より)

3.4人孔調査区北壁断面

第4図版 5・6人孔・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.5人孔調査区全景(東より)

2.6人孔調査区全景(東より)

3.6人孔調査区南壁断面

第5図版 7人孔・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.7人孔調査区全景(東より)

2.7人孔調査区西壁断面

3.7人孔SD73溝跡全景(東より)

第6図版 7人孔・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.7人孔焼土堆積状態(東より)

2.7人孔SS21集石出土状態(南より)

3.7人孔SS21集石出土状態(西より)

第7図版 8人孔・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.8人孔SD73A期溝跡全景(東より)

2.8人孔SD73B期溝跡全景(東より)

3.8人孔SD73A・B期溝跡断面

第8図版 8・9人孔・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.8人孔SS13集石出土状態(西南より)

2.9人孔S K 286土坑全景(東より)

3.9人孔SK286土坑断面

第9図版 4・6・7人孔出土遣牛勿

第10図版 7人孔出土遣牛勿

第11図版 7人孔出土遺物

第12図版 7・8人孔出土遺物

第13図版 8人孔出土遺牛勿

第14図版 8人孔出土遺物

第15図版 1・2人孔出土遺物

第16図版 3・4人孔出土遺物

第17図版 4人孔出土遺物

第18図版 5人孔出土遺牛勿



次目

第19図版 5人孔出土遺物

第20図版 6人孔出土遺物

第21図版 6人孔出土遺物

第22図版 6人孔出土遺物

第23図版 6人孔出土遺物

第24図版 6人孔出土遺物

第25図版 6人孔出土遺物

第26図版 6・7人孔出土遺物

第27図版 7人孔出土遺物

第28図版 7人孔出土遺物

第29図版 7人孔出土遺物

第30図版 7人孔出土遺物

第31図版 7・8人孔出土遺物

第32図版 8人孔出土遺物

第33図版 8人孔出土遺牛勿

第34図版 8人孔出土遺物

第35図版 8人孔出土遺物

第36図版 8人孔出土遺物

第37図版 8・9人孔出土遺物

第38図版 擺文土器

第39図版 擺文土器

第40図版 石器

第41図版 石器・鉄器



 



T
- 調査に至る経過

昭和52年3月11日、国分寺市都市整備部下水道課より南部地区15号工事に伴う、立坑推進部

分の埋蔵文化財の調査について、市教委社会教育課に届出があった。

この地域は、昭和51年度28次調査でSD23溝跡(僧寺々域西辺)SB39掘立柱建物跡、建物

跡に伴う瓦積み基壇状遺構、SK163土坑が検出されており、良好な状態で遺構が保存されてい

ることが判明している。また立坑部分の一部は国の指定地となっていることにより、文化庁、

市下水道課、社会教育課で協議をおこなった結果、つぎの方法で本調査を実施することに協議

力くとヒσ)っすこ。

①調査は、下水道推進人孔(立坑)工事区域No.1～No.9人孔の9カ所を対象とする。

②工事期間の短縮をはかるため、試掘を実施しないで本調査を行う。

③出土遺物が多いことが予想されるため、掘削は地表面より人力で行う。

④調査区内で重要な遺構が検出される場合は、再度協議し立坑の位置を変更する。

 奈良・平安時代遺構の検出後、糸1文時代の遺構の検出を行う。

武蔵国分寺遺跡調査会組織 (57年3月現在)
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IⅠ調査地区の概観

武蔵国分寺跡は、国分寺市西元町1～4丁目を中心とする付近一帯に所在し、僧寺金堂跡を

中心にして、東西2km1南北1 kmの範囲に遺構の分布が認められる。

遺構北方部分には、国分寺崖線(通称ハケ)と称される比高12mほどの急崖が東西方向に蛇

行しながら走り、上面の武蔵野段丘面、下面の立川段丘を境としている。従って、遺跡は両段

丘にまたがって立地する特徴をもっている。

この崖線直下には、現在でも各所に豊富な湧水が認められ野川の水源の一つとなっているが、

黒鐘公園付近に発源する湧水が流れる地域は、立川段丘と武蔵野段丘との間にあって、比高差

2m前後の浅い谷を形成している。この谷は黒鐘谷と呼ばれている。(鈴木隆介他 1974)

今回実施した第37次調査は、黒鐘谷に沿って僧寺々域内北側部分、No.1、2、3、4人孔調

査区と僧寺を画する溝(SD23)西辺の西側部分、No.5、6、7、8人孔調査区、一部国分寺

崖線の中位、No.9人孔調査区に当る。(第1図)

付近一帯は、第13次調査、市立第四中学校排水工事に伴なう立会い調査の際、須恵器、土師

器、瓦等の遺物が多量に出土した地域である。また、第28次調査においては多数の遺構が検出

された(1)ことにより国分寺関連の遺構が予想されていたところである。

註1 SD23溝跡、SB39掘立柱建物跡、建物跡に伴う瓦積み基壇状遺構、SK163土坑等が検出される。
「文化財の保護」12号

IIⅠ層 序

盛 土 暗褐色(表土)、黒褐色土、ロームブロック等を含む攪乱上層、No.9人孔にて2.0～

2.5mの層厚をもつ。おそらく国分寺崖線を宅地造成の際に掘削されてできたものと考

えられている。

Ⅰ 層 表土、地表面近くは、畑の耕作により攪乱をうけている。層厚は人孔によって異なる

が、約1.0～2.Om前後の厚さをもつ。奈良、平安時代の遺物を多量に出土する。

IⅠ 層 黒褐色土層、僧寺々域内、No.2人孔から4人孔までは単一な土層であるが、僧寺々域

外、No.5人孔から8人孔においては、炭化物、粘土粒、小礫、砂粒等の混入物により

3区分(ⅠⅠl1II2、II3)できる。今回の調査では、奈良・平安時代の遺構は黒褐色土

上面ないし中位で検出された。層厚は人孔により異なるが、約0.5～1.Om前後である。

III .層 暗茶褐色土層、色調、粘性、混入物等により分層( IIL1、IIIa2)が可能である。暗茶

褐色土層上面ないし中位から、縄文時代の遺構が検出された。

3 -



IIⅠ層 序

III b層 茶褐色土層、立川段丘面におけるローム層への漸移層に対比されるものと考えられる。

IVToL層 黄褐色上層、立川ローム層にあたる。

NML層 黄褐色土層、武蔵野ローム層にあたる。

TG層 立川礫層にあたる。

MG層 武蔵野礫層にあたる。 (第2図)

Ⅳ調査工程と経過

各人孔の発掘調査にあたり、次の工程で作業を実施した。

①調査区の設定、市下水道工事課より、各人孔の位置を現地で設定してもらう。

②測量、武蔵国分寺中軸線、トラバーポイントを現地に移動する。

③表土掘削、ベルトコンベアーを使用し、人力で掘削作業を行なう。排土はダンプにより調

査地区外に搬出する。

④奈良・平安時代遺構の検出と調査。

 縄文時代遺構の検出面までの掘削、表土掘削の方法と同じ。

 縄文時代遺構の検出と調査。

 立川礫層まで調査区の一部分を掘削、調査区の土層図を作成するための作業。

昭和52年10月27日からNo.2人孔より本調査を開始した。以下、下水道推進工事の工程進行に

あわせて、No,L 6、5、4、7、8、3、9人孔の順序で調査を実施し、昭和52年4月17日

で調査を終了した。調査総面積は約181.89m'である。

各人孔ともに表土層が厚く粘質であること、出土遺物が表上層より多量に包含されてぃるこ

と、黒鐘谷の谷底低地で土の堆積が複雑であることにより、遺構確認面までの掘削作業、遺構

の検出作業に時間を費してしまった。また、ベルトコンベアー等の機械の使用が不慣れのため

に、故障し調査か沖断したこともあり、遺構数にくらべて調査期間が長くなってしまった。

(第1表)
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Ⅴ検出遺構

本調査で検出された遺構は、武蔵国分僧寺に関係を有する奈良・平安時代の遺構と、多喜窪

遺跡に関係すると思われる擺文時代の遺構である。

各地区人孔の検出遺構を示しておく。(第3図)

No.L 2、3、5、6人孔、遺構は検出されない。

No.4人孔、硬質面、小穴3個

No.7人孔、SD73溝跡、SS21集石跡

No.8人孔、SD73溝跡、A期、B期、SS13集石跡

No.9人孔、SK286土坑、小穴2個

No,1人孔 (第3図、第1図版)

僧寺中軸線から東へ94m1北へ94mの位置にあり、今回の調査区のいちばん東にあたる。IⅠL

層暗茶褐色土、III b層漸移層面において遣構の検出作業をおこなったが、遺構は確認されなかっ

すこ。

No12人孔 (第3図、第2図版)

僧寺中軸線から東へ45m1北へ90mの位置にある。II層黒褐色土上面と、ⅠⅠⅠb層漸移層にて遺

構の検出をおこなったが確認されず。

No13人孔 (第3図、第3図版)

僧寺中軸線から東へ10m1北へ90mの位置にあたる。遺構の確認をII層黒褐色土上面と、ⅠⅠIb

層漸移層上面においておこなったが検出されず。

No.4人孔 (第4図、第3図版)

僧寺中軸線から西へ60m1北へ87mの位置にあたる。II層黒褐色土中において、硬質面、IIL

層暗茶褐色土上面において、小穴3個が検出される。

硬質面

調査区の南東部分に位置し、全体の広がりについては未発掘部分に入っており把握できない

が、調査区内では東西3m1南北5m1層厚は10～20cmを測る。僧寺々域SD23溝跡の上面に

て検出される硬質面と同質のものである。

硬質面中よりの遺物は検出されなかった。

小穴

P-1は円形を呈し、長径58cm1短径50cm1深さ40cmを測る。P-2は楕円形を呈し、長径

50cm1短径40cm1深さ25cmを測る。P-3は隅丸円形を呈し、長径55cm1短径33cm1深さ36cm

1



を測る。小穴の堆積土は、II層黒褐色土である。

小穴中よりの遺物は検出されなかった。

No.5人孔 (第3図、第4図版)

僧寺中軸線より西へ140m,北へ82mの位置にあたる。II層黒褐色土上面と、IIL層暗茶褐色土

上面において遺構の検出をおこなったが確認されなかった。

調査区西南断面において一部SD73溝跡のフク土と思われる砂礫層の痕跡が確認される。

No.6人孔 (第3図、第4図版)

僧寺中軸線より西へ168m,北へ78mの位置にあたる。II層黒褐色土上面と、IIL層暗茶褐色土

上面において遺構の検出をおこなったが確認されなかった。

調査区西壁断面においてSD73溝跡のフク土と思われる砂質層の痕跡が認められる。

No.7人孔 (第4・6図、第5・6図版)

僧寺中軸線より西へ168m,北へ78mの位置にあたる。II層黒褐色土上面において、SD73溝

跡、IIL層暗茶褐色土上面において、SS21縄文時代集石跡が検出される。

SD73溝跡

SD73溝跡は調査区を東西に走り、僧寺中軸線東西方向より約13度南偏する。北壁または底

面は、四中排水管の掘削の際にこわされている。現存する溝の上端幅は約146cm,底面幅は約92

cm1確認面からの深さ西側で約30cm1東側で約40cmで、断面形は逆三角形を呈する。溝の堆積

土を観察すると、やや水分を含む砂粒と小礫が多量に混人している土層である。

出土遺物は、フク土中に瓦類、土師器、須恵器等が多量に含まれている。遺物等の出土状態

より溝は二時期にわたり存在した可能性も考えられるが、旧排水管等の掘削で大半がこわされ

ているために遺構を区分することができず、溝の一括遺物として扱った。

また、SD73溝跡北側部分において焼土の堆積が2箇所認められた。範囲は直径30cmのほぼ

円形のもの、調査区の北西コーナーにかかっており全体の広がりは把握できないが、東西約220

cm1南北約60cmのものである。焼土中より遺物は出土していない。

5521集石跡

集石跡の規模と形態、北側部分は未発掘部に入っており全体の広がりは不明であるが、調査

区内では東西約100cm,南北約150cm,厚さlOcmを測る。礫の大半は破砕礫であり、焼礫等は含ま

れていない。集石底面の状況は、土坑等の掘込みは検出されず、ただ単に平面的な広がりを示

すものである。

出土遺物は、石槍(第37図、1)が1点出土している。

No,8人孔 (第5・6図、第7・8図版)

僧寺中軸線より西へ198m1北へ78mの位置にあたる。II層黒褐色土上面において、SD73A
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期溝跡、II層黒褐色土中において、S D 73 B期溝跡、SK256土坑、IIL層暗茶褐色土中より、

SS13糸1文時代集石跡が検出される。

SD73A期溝跡

溝は調査区を東西に走り、僧寺中軸線東西方向より約7度北偏腰調査区中心部で約11度南

偏する。その規模は上端幅130cm1底面幅50cm1確認面からの深さ西側で20cm1東側で30cmで、

断面形は丸味をもった逆台形を呈する。溝の堆積土は、砂粒と礫が多量に含まれる砂礫層であ

る。

出土遺物は、フク土中に瓦類、土師器、須恵器、灰釉陶器が多量に検出される。

SD738期溝跡

溝はA期と同じく調査区を東西に走り、僧寺中軸線より約3度北偏する。その規模は上端幅

150cm,底面幅60cm1確認面からの深さ調査区西側で20cm1東側で35cmである。断面形は丸味を

もった逆台形を呈する。溝の堆積土は、砂粒と小礫が多量に含まれた土層である。

出土遺物は、瓦類、土師器、須恵器が多量に含まれる。

S K 256土坑

B期溝跡南側部分において検出される。平面形は隅丸長方形で、長径136cm1短径116cm1確

認面からの深さ20cmである。

遺物は検出されなかった。

SS 13集石跡

集石跡の規模と形態、全体の広がりは調査区の北東コーナーにかかっており把握はできない。

調査区内では東西約3m1南北約3.3m1厚さ0.35mを測る。礫は自然石が大半であるが、一部

火熱された礫が含まれている。集石底面の状況は、SS21集石跡と同じく、底面に土坑状の掘

込みは検出されず、平面的な広がりを示すものである。

出土遺物は、打製石斧(第37図、7)を1点出土している。

No.9人孔 (第4図、第8図版)

僧寺中軸線より西へ197m1北へ112mの位置にあたる。IVML層ローム上面において、S K 286

土坑が検出された。

S K 286土坑

土坑の規模は、東側については攪乱により破壊されている。西側については調査区外にのび

ているために広がりは把握できない。堆積土は、暗褐色土に砂粒が混った土層が主体で、小穴

2個がフク土中より検出される。

遺牛勿は、瓦片が小量出土している。
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Ⅵ出土遺物

今回の調査により出土した遺牛勿には、土器・瓦・石製品・土製品・金属製品などがある。総

量はコンテナ70箱ほどであり、その多くは表土層・SD73溝跡から出土している。

遺物の記述は全て一覧表によったが、表記の方法について以下補足説明しておきたい。

(1)各遺物共通

イ.法量(寸法)数値 明朝体は完数値・復原数値・ゴシック体は残存数値を表わし、単

位はcmである。

(2)土器

イ.法量 上より順に日径・器高・底径を表わす。

ロ.種別 土:土師器、須:須恵器、灰:灰釉陶器、緑:緑釉陶器

ただし須恵器については、還元焔焼成のものを須A1酸化焔焼成のものを須B

とした。

(3)瓦

鐙瓦

イ.内区文様および弁数 T:単弁、0:特異文

弁数は明朝体は完弁数・復原弁数、ゴシック体は残存数を表わす。

ロ.外区文様 以下の組合せによる。ただ士内外縁の区別のないものについては外縁欄に

記入した。

形態 A 内外縁の区別のあるもの 内・外縁の文様 a 素文

B 内外縁の区別のないもの b 珠文

C その他

宇瓦

イ.内区文様 G:重弧文、KK:均正唐草文、HK:偏行唐草文、H:ヘラ書き文、

T:竹管文、K:格子文(ヘラ書きは除く)、J:糸Fi文、0:その他

ロ.上・下外区、脇区文様 a 素文、b 珠文、c 長円珠文、d 圏線文、e 鋸歯

文、f 凸線文、g その他

ハ.顎の形態 以下の組合せにより記入

E 直線顎

a 凸面を整形するもの

b 瓦当部と女瓦部境部分のみ整形するもの

- 14 -



Ⅵ出

c 不整形のもの。

F 段顎

F1 瓦当凸面と凹面が平行するもの

F2 F1以外のもの

a 瓦当凸面および瓦当裏面を整形するもの

b 瓦当凸面のみ整形するもの

C 瓦当裏面のみ整形するもの

d 不整形のもの

G 曲線顎

G1 瓦当凸面が内彎しながら女瓦凸面に移行するもの

G2瓦当凸面がやや直線的に内傾しながら女瓦凸面に移行するもの

a 瓦当凸面を整形するもの

b 瓦当部と女瓦部境部分のみ整形するもの

c 不整形のもの

男瓦・女瓦

イ.布目本数 3cm四方内での側端縁に平行する糸数と狭・広端縁に平行する糸数を表わ

す。

ロ.縄叩き目本数 3cm四方内で゛の縄数を表わす。

ハ.撮の撚り L 糸眼圧痕が右上り左下りの傾斜をなすもの

R 41圧痕が左上り右下りの傾斜をなすもの

ニ.粘土板合せ目 佐原真氏の「平瓦桶巻き作り」での分類S・Zによる。

ホ.布合せ目 粘土板合せ目の分類S・Zに準する。

- 15 -



土器一覧

4人孔

成・整形の特徴 I 備

1 硯面の後部の開き力吠きい支1硯面部分ナデ。 前部%残存。

9図版 風字硯 脚は三角形をしている。 側面ヘラ削り。 海綿骨針を含む。

1 2 ?須A一壺1表 土-底部と体部のさかいに沈線あ?外面は底部にかけ、縦にヘラ1破片
3,5? り。 磨き、粘土の輪積み痕あり。

12,7

1 3 ?灰一皿?表 土1-?高台部分、台形を呈す。 ?底部・体部の内7面p % 0 ク?破片禮
け。

ロによるナデ。高台部分ロク
ロによるナテ゛。施釉は流しか

考

1

6人孔

1 成・整形の特徴▽ 備

1 4 ?須A?坏?表 土1 13.3?体部はやや内彎し、口唇部は?ロクロ整形、底部回転糸切り。
9図版 3.7?肥厚する。

5.0

] 5 ?須A?坏?表 土1 14.1?底部より体部にかけて内彎明ロクロ整形、底部回転糸切り。?%残存。
3.6?口縁部はやや炸反する。
S.O

1 6 ?須B- ?表 土1 9.91口縁部外反する。口縁部内面?ロクロ整形、底部回転糸切り。]%残存。
9図版 小皿 2.41に粘土の継ぎ目あり。 カワラケ。

5.9

1 7 ?須A- ?表 土1 9.11体部はやや内彎し、口縁部は?ロクロ整形、底部回転糸切り。?%残存。
9図版 小皿 1.81やや強く外反する。 カワヲケ

5,5

1 8 ?緑一 表 土 ロクロ整形、内外面とも施釉」内面にスス付着。釉は黄緑色。
9図版 手付瓶 12.5

1 9 1土一獣脚1表 土
9図版

2.4

脚面に、指頭痕。

考

7人孔

法量1 器形の特徴 1 成・整形の特徴 備

8 - 1 ?土?坏?S D 73i 11.8 ?底部から口縁部にかけて、やI娶部か:5竿7士曾±竺二ラ國弱残存。
削り。体部中央指頭痕顕著。9図版 1 ?フ ク土1 3.75 1や直線気味に開く。
体部上半分から、口縁部にか

5,3 け横ナテ゛。

8 2 ?須B?坏?SD73112,0 ?底部から口縁部にかけて直線?ロクロ整形、底部回転糸切り。?%残存。
9図版 フク土1 4.0 1気味に開く。

6,8

考

1
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土器一覧
7人孔

法量1 器形の特徴 i 成・整形の特徴 i 備

8 3 ?須A?坏?SD73? 11.8 ?底部から体部にかけて内彎叫ロクロ整形、底部回転糸切り。?%残存。
9図版 フ ク土1 4.5 ?口縁部は外反する。

5.5

8 - 4 ?須A?坏?SD73111.8 ?底部から体部にかけて直線気?底部回転糸切り。日縁に粘土?完形。
10図版 フク土1 3.4 1味に開く。 紐の巻き上げ痕あり。

5.]

8 ー 5 ?須A?坏?SD73? 12.7 ?底部から体部にかけて内彎明底部回転糸切り。体部に粘土?底部残存。日縁わずか残存。
フ ク土1 3.4 1口縁部にかけ外反する。 1紐の巻き上げ痕あり。

6.3

8 6 ?須A?坏?SD73? 12.5 ]底部から体部にかけて内彎しl底部回転糸切り。口縁部に粘j%残存。
フ ク 土1 3.95?日縁部やや外反する。 ?土紐の巻き上げ痕あり。

1、も

8 7 1須A?坏1SD731 12.O ?底部から口縁部にかけて直線1ロクロ整形、底部回転糸切り。山残存。
フク土1 3.8 ?気味に開く。

7.0

8 8 ?須A?坏?SD73? 11,8 ?底部から体部にかけて内彎田ロクロ整形、底部回転糸切り01%残存。
10図版 フ ク土1 3.6 ?口縁部はやや外反する。 ?口縁部に粘土紐の巻き上げ痕

6.6{ ?あり。

8 9 ?須A?坏?sD73? 12.o ?底部から口縁部にかけて直線?ロクロ整形、底部回転糸切り。m残存。
フ ク土l 3.5 l気味。口縁はやや外反する。

5.8

8-10 ?須A?坏?SD731 11.6 ?底部から体部にかけて内彎し?ロクロ整形、底部回転糸切り。?%残存。海綿骨針を含む。
フ ク土1 3.8 1口縁部はやや直立気味。 ?粘土紐の巻き上げ痕あり。

5.9

8 -

10図版

11 1須A?坏1SD73-

フク土1 2.6
ロクロ整形、底部回転糸切り。r亨鋲(÷「土」のヘラ書き文字あり。

6.9

8 12 ?須A一皿?SD73? 15.8 ?日縁部水平に開く。
フク土1 1.65

7.1

8-13 ?須A一皿?SD73j 14.3 ?底部から体部にかけて内彎明ロクロ整形、底部糸切り後高?%残存。
10図版 1 高台付?フ ク土1 3.4 ?口縁部は強<fl反する。 ?台部分付着し横ナテ゛。体部に

5.9 1 ?粘土紐の巻き上げ痕あり。

8 14 ?須A一婉?SD73レ5.0 ?底部から体部にかけて内彎明底部回転糸切り。 %残存。

フ ク土1 6.2 ?口縁部はやや外反する。
」、z

9 1 1須B一椀{SD731 15.0 1底部から体部にかけて直線気トクロ整形、底部回転糸切り{%残存。内面タール付着。
10図版 フ ク土1 5.9 ?味に立ち上り、口縁部はやや?後外縁部ヘラ削り。

814 1外反する。

9 2 1須A一鉢?SD73? 18.7 ?底部から体部にかけて内彎明ロクロ整形。高台部分貼付け閣残存。
10図版 1 高台付1フ ク土1 9.95?口縁部やや外反する。高台部?後、ロクロによるナデ。

9,3 1分「ハ」の字状に開く。

9 3 ?灰一 ?SD731 8.4 ?口頚部短かく、やや内傾し肩?ロクロ整形、口縁肩部ナデ。?口縁破片。釉は緑灰色に黒色の斑点。
短頚壺?フ ク土1 1.9 ?部は撫で肩。
-

ロクロ整形。 破片

考
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土器 -覧

7人孔

法量1 器形の特徴 成・整形の特徴 備

9 4 ?灰一 ?SD73? 14.O ?口頚部はラッパ状に開く。 ?施釉は刷毛塗り。 釉は緑褐色。

長頚瓶1フク土1 1.0 口縁の小破片。

9 5 1灰一 SD73- ロクロ整形、内外面とも丁寧1頚部残存。釉は薄灰緑色。
長頚瓶?フク土1 7.8 なナデ。頚部・胴部の二段継

ぎ。施釉は刷毛塗り。

9 6 ?須B?椀?SD73? 19,川体部から口縁にかけて内彎明体部・口縁部の内外面ともロ?底部なし。体部%残存。
フ ク土1 8.0 ?[」縁部でやや外反する。 ?クロによるナテ゛。

9 7 ?須A?婉?SD73? 17.6 ?体部はやや内彎しながら立ち?体部・口縁部の内朴面ともロ?底部なし。体部%残存。
フ ク土1 7.2 1上り、口縁は直線的である。?クロによるナテ゛。高台の付い

た可能性あり。

9 8 ?須A-f'?SD73? 15,4 ?体部は内彎気味に立ち上り、1体部内外面ロクロにょるナテ■底部なし。%残存。
フ ク土1 5.9 ?日縁部はやや外反する。 ?後、体部外面下半分ヘラ削り。

9 9 ?灰一 ?SD731 6,川頚部から口縁にかけて直立気?頚部・肩部・胴部ともロクロ?完形。
10図版 長頚壺?フ ク土? 19,6 ?味に立ち上り、口縁で外反すトよるナテ゛。底部回転糸切り。

6,0 1る。

10 - 1 ?土一坏?表 土レ1,8 ?底部から体部にかけて内彎明底部は手持ヘラ削り。体部外?内面スス付着。赤色スコリア状物質
11図版 3,65?口縁部はやや外反する。 面に指頭痕あり。 を含む。

6,4

10 2 ?須B一婉?表 土1-?高台部分外反する。 高台部分貼付け後ナテ゛。底部1赤色スコリア状物質を含む。
一

11図版 1高台付 2.75 内面当書文字あり。
―:5;;三=

一

8,3

10 - 3 ?土??坏?表 土レ2.2 ?底部から体部にかけて内彎叫底部から体部下端にかけてへ?赤色又コリア状物質を含む。
3.3 ?日縁部はやや外反する。 ?ラ削り。体部中央指頭痕あり。
6.0

10 - 4 ?須A?坏?表 土? 12.O ?底部から口縁部にかけてやや?ロクロによる糸切り後、中心?完形。
11図版 3.4 1直線気味に開く。 部分糸切り痕残してヘラ削り。

6.4

10 - 5 ?須A?坏?表 土? 12.1 ?底部から体部にかけて内彎四ロクロにょる糸切り後、中心?海綿骨針を含む。
11図版 3,7 ?口縁部はやや直立気味に開く。?部分糸切り痕残してヘラ削り。

6.6

10 - 6 ?須B?坏?表 土レ2.9 ?底部から体部にかけて直線気?底部回転糸切り。 赤色スコリア状物質を含む。
4,2 1味に開き、口縁部はやや外反
5.3 1する。

10 7 ?須A?坏?表 土? 11.9 ?底部から体部にかけて内彎し1底部回転糸切り。体部内面に?ほは゛完形。海綿骨針′を含む。
11図版 3.9 ?口縁部はやや外反する。 粘土紐の巻き上げ痕あり。

6,9

10 - 8 ?須A?坏?表 土1 12,8 ?底部から体部にかけて内彎し1底部回転糸切り。口縁部に粘?完形。黒色スコリア状物質を含む。
12図版 4,9 ?口縁部はやや直立気味に開く。1土紐の巻き上げ痕あり。

6.3

10 9 ?須A一皿?表 土1 13.6 ?底部から体部にかけて直線気1底部回転糸切り。 底部%残存。口縁一部残存。

2.8 1味に開き、口縁部はやや外反
5.7 1する。

考
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土器 一

7人孔

法量1 器形の特徴 1 成・整形の特徴 備 考

10 - 10 ?須A?坏?表 土? 12,3 ?底部から体部にかけて直立気?底部回転糸切り、口縁に粘土I底部残存。海綿骨針を含む。
3.7 1味に開き、口縁部はやや外反?の継ぎ目あり。
5.5 1する。

10-11 ?須A一椀?表 土口7.川底部から体部にかけて内彎田体部から口縁部にかけて、ロ?底部%残存。海綿骨針を含む。
6.0 ?口縁部でやや外反する。 レロによるナテ゛。底部は回転
9.1 糸切り後、外縁部ヘラ削り。

10-12 ?須A- ?表 土1-?底部は1ハ」の字状に開く。 ?ロクロ整形。 %残存。
羽釜 3.7

10-13 ?須A- ?表 土1 8.5 ?口頚部ラッパ状に開く。
12図版 1 長頚瓶1 ? 10.0

10-14 ?須B一壺?表 土l-C大径は肩部にあり。 外面は肩・胴部とも横ナテ゛。?胴部のみ残存。海綿骨針を含む。
11図版 9.6 一部ヘラ削り。内面の肩部に

指頭痕あり。

11 1 ?灰一椀?表 土1-?高台部分直立した四角形を呈?高台貼り付け後、ロクロによ?底部残存。釉は薄黄緑色
12図版 1.8 1す。 るナデ。底部内面に焼台の痕

6.0 あり。施釉は流しかけ。

11 - 2 ?灰一椀I表 土1-?底部外面に段を有する。高台?高台貼り付け後、ロクロによ?底部破片
1.6 ?は三角形を呈する。 ?るナテ゛。体部に点々と釉がか
7.0 かも。

11 - 3 ?灰一椀?表 土1-?高台部分やや内彎する三角高?底部ロクロによるヘラ削り後?破片。
1.9 1台で′ある0 1高台を付け、ロクロによるナ
7.3 〒o

11 4 ?灰一椀?表 土1-?高台部分やや内彎する三角高?高台部分付着後、ロクロによ?底部残存。釉は緑色。
1.9 ?台である。 ?る横ナデ。施釉は漬け掛け。
7.0

11 - 5 ?灰一婉?表 土1-?高台部分やや内彎する三角高?底部内面に重ね焼痕あり。高?底部%残存。底部内面硯に使用した
2.0 ?台である0 1台部分付着後ロクロによるナ?可能性あり。
8.0 ず。

11 - 6 ?灰一婉?表 土1-?高台部分「ハ」の字状に開く三?体部下端より底部をヘラ削り?底部%弱残存。
3.8 ?日月型である0 1後、高台付着し横ナデ。
8.4

11 - 7 ?灰一婉?表 土1-?高台部分「ハ」の字状に開く、?高台部ロクロによる横ナデ。I内外面スス付着、釉は薄灰緑色。
2.851逆台形高台である。 ?底部内面重ね焼痕あり。施釉
7.6 は漬け掛け。

11 - 81灰一壺1表 土 底部回転糸切り。

4.0

5.9

11 9 ?灰一 ?表 土? 12.7 ?口頚部ラッパ状に開く。
長頚壺1 1 1.75
-

11 101灰一 表 土

長頚壺 7.65

頚部内炸面ともロクロによる?口頚部の破片。
横ナデ。施釉は刷毛塗り。

頚部内炸面ともロクロによる1頚部破片。
横ナデ。刷毛塗り。

ロクロ整形、頚部と胴部の接

合は三段継ぎ。

覧

j
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土器一覧
7人孔

法量1 器形の特徴 I 成・整形の特徴 = 備

ロクロ整形によるナテ゛。口頚?破片
長頚壺 4.5 部と胴部の接合は二段継ぎ。

ロクロ整形によるナテ゛。口1破片
長頚壺 1.6 部と胴部の接合は三段継ぎ。
-

11-13 ?灰一壺?表 土1-?高台部分「ハ」の字状に開く1ロクロ整形によるナテ゛。刷毛?破片
高台付1 1 4,0 1三角高台である。 1塗i)。

10.O

11-14 ?灰一椀?表 土1-?高台部分直立する三角高台で1ロクロ整形によるナテ゛。 ?底部破片
1.2 ?ある。
8,8

11-15 ?須A?坏?黒褐色土? 12,O ?底部から口縁部にかけて、や?ロクロ整形、底部回転糸切りレ残存
4,0 ?や直線気味に立上り、口縁部?後、外縁部ヘラ削り。
6.8 ?はやや外反する。

11-16日頁A一壺?黒褐色土1 8.6 ?肩部「く」の字状を呈す。 ?ロクロ整形、体部内外面ナテ゛哩口縁部%残存。
6.7 1 ?口縁部ナテ゛。

考

1

8人孔

法量1 器形の特徴 I 成・整形の特徴 I 備 考

1

12 1 ?須B?坏?SD73-1?1高台部分三角である。 底部回転糸切り。高台貼り付?底部のみ。赤色スコリア状物質含む。
高台付I A期1 2.3 後横ナデ。

フク土1 7.O

12 2 レ頁B」不? SD73- 底部回転糸切り。
A期1 2.7

フク土1 6.0

12 3 1須B?坏1SD73- 高台部分は強く炸反する0 1ロクロ整形による高台部分横1高台のみ。赤色スコリア状物質含む。
12図版 高含付 A期1 3.0

フク土1 8.4
千Y,

12 4 レ頁B- ? SD73- 台部は直線ぎみに開き下端は?ロクロ整形によるナテ゛。粘土?台部のみ。ス又付着赤色スコリア状
12図版 器台I A期1 4,7 1外反する。 の継ぎ目有り。 物質含む。

フク土111.7

12 5 ?須B一鉢?SD73-1-1器肉は厚い。 ロクロ整形による横ナデ。 ?台部一部残存。
高台付I A期1 5.8

フク土116,6

12 6 1土冫!JISD73- 底部内面タタキ痕有り。体部?台部内面スス付着
-
一 付I A期1 4,75 内炸面横ナテ゛。 台部一部残存。

フク土-

12 7 1須A?坏1SD73- 1 13.3 1底部より口縁部にかけて外傾1ロクロ整形、底部回転糸切り。1ほぼ完形。
12図版 A期1 3,9 1する。

フク土1 5,1

底部のみ。赤色スコリア状物質含む。

一20-



土器一覧
8人孔

法量1 器形の特徴 I 成・整形の特徴 I 備

12 - 8 ?須A?坏?SD73?1 12.4 ?底部より口縁にかけて内彎し1ロクロ整形、底部回転糸切り。1完形。
12図版 1 1 A期1 3.85?ながら外傾し口縁部は、外反

フク土1 5.4?する。

12 - 9 ?須B?坏?SD73-112.5 ?底部より、体部にかけやや内?ロクロ整形、底部回転糸切り。?%残存。底部、スス付着
A期1 4.5 ?彎する。

フク土1 5,25

12-10ト頁A?坏?SD73- 破片。畳書文字有
A期 文字は不明。

フク土

12-11 1須B一皿lSD73?l-l底部より、体部にかけて、大jロクロ整形、底部回転糸切り。1底部残存。
A期1 1.9 ?きく開く。

フク土1 4,9

12-12 1須A?坏lSD73?l-l高台部分「ハ」の字状に開く三j底部回転糸切り。高台貼り付?底部のみ。
高台付I A期1 2.5 ?角高台。 ?け後横ナデ。

フク土1 7.2

12-13 ?須A一皿?SD73?1 14.5 ?底部より口縁にかけて大き引底部糸切り、高台部貼り付け?%残存。
12図版 ?高台付I A期1 2.0 ?開く水平に近い。 ?後ナデ。

フク土1 6,4

13 - 1 l須A?坏?SD73?1-?高台部分「ハ」の字状に開く三?ロクロ回転による糸切り後、?底部のみ。
高台付l A期l 8.4 j角高台。 1高台部を付ける。先端部ヘラ

フク土1 8.11 I削り。

13 - 2 ?須A一婉1SD73?1??高台部分は台形を呈す。 ロクロ回転糸切り後、高台部?底部のみ。
高台付I A期1 3.2 を付けナデ。

フク土1 9.3

13 - 3 1須A一蓋1SD73?1-1宝珠状つまみ。 つまみの部分ロクロ回転によ1つまみ残存。
A期1 2.8 るナテ゛。

フク土

13 - 4 1須A一蓋?SD73?1?E珠状つまみ。 つまみの部分天井部ロクロに?つまみ部分と天井部残存。
A期1 1.5 よるヘラ削り。

フク土

13 - 5 ?須A一蓋1SD73?1?1擬宝珠状つまみ。 天井部ナデとヘラ削り。 つまみ部分と天井部残存。
A期1 1.7

フク土

13 - 6 ?須A一鉢?SD73?1-?底部から体部にかけ直立ぎみ?底部内面ロクロによるナデ、?%残存。
A期1 6.8 1に立上る。器肉は厚い0 1外面はヘラ削り。体部粘土ひ

フク土1 8.7 1 ?もまき上げ痕有り。

13= 7 1須A- 1SD73?1 40.9 1口縁はラッパ状に開く。 口縁部ロクロによるナデ0 1口縁部破片
大寝I A期1 4.3

フク土

13 - 8 1須A一壺?SD73?] 17.1 ?口縁部は鶏頭状。
A期1 6,9

フク土

13 - 9 ?須A-BiSD73日-1器肉は厚い。
A期1 4.5

フク土112.4

ロクロ整形

高台部ロクロによるナデ。 l底部破片

口縁部ロクロによるナデ。 ?口縁部破片

考
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8人孔 土器一覧

成・整形の特徴 備

13 10 ?須A- ?SD73- 口縁部は鶏頭状。 頚部外面、櫛状工具による波1口縁部破片
大寮I A期 状の線あり。

フク土

13 11 レ頁A- ? SD73- 器肉は厚い。

大褒I A期1 3.7
フク土112.95

13-12 ?灰一婉?SD73?1-?高台部分やや内彎した三日月?ロクロ整形高台部貼っけ後ナ?底部破片釉は灰白
A期1 3.5 1高台。 ?デ。施釉は漬け掛する。 1色。

フク土1 7.7

13 131灰一椀?SD73- 高台部分やや内彎した三日月?ロクロ整形高台部貼り付後ナ?底部%残存釉は薄
13図版 A期1 1.6 1高台。 〒o 黄色。

フク土1 6,6

13-14 ?灰一婉?SD73?1-?高台部分やや外反した台形を?ロクロ整形、高台部貼り付後?底部%残存釉は黄緑色。
13図版 1 1 A期1 2.0 1呈す。 ナデ。内面に重わ焼き痕有り。

フク土1 6.5 施釉は刷毛塗りする。

13-15 ?灰一椀?SD73?1-?やや内彎した三日月高台。 ?ロクロ整形、高台部貼り付後?底部のみ。釉は薄
A期1 1,5 ナデ。施釉は刷毛塗りする01緑色。

フク土1 6,8

13 - 1リ灰一婉?SD73?1-?高台部分直立した三日月高台。?ロクロ整形、高台部貼り付後?底部残存体部一部
13図版 1 1 A期1 3.0 ナデ。施釉は刷毛塗りする。1分、釉は薄緑色。

フク土1 6,6

13-17 ?灰一段皿?SD73-118.8 ?体部内外面に段を有し口縁部?ロクロ整形。
A期1 2.0 1直線に開く。

フク土

13 18 1灰一 SD73-

13図版 手付瓶I A期1 2.5
フク土110,3

13-19 1青磁?坏?SD73- 底部外面凹む。

13図版 A期1 1.9

フク土1 5,4

14 1 ?土一坏?SD73-111,7 ?底が浅く丸底。
B期1 2.4

フク土

14 2 ?土一坏?SD73-1-l体部下部内彎する。
B期1 1.9

フク土1 6,8

14 3 ?土一坏?SD73-111,0 ?底部から口縁部にかけてやや?底部手持ヘラ削り。体部内外山残存
B期1 4,0 ?内彎し、口縁部はやや炸反す?面共ナデ。指頭痕有り。

14 4 1土?坏?SD73?i 11.0 ?器肉は薄い、底部から口縁部?底部手持ヘラ削り、体部内外?赤色スコリア状物質を含む,破片
B期1 3.2 ?にかけ直線ぎみ立上り、口縁?面共ナデ。指頭痕有り。

フク土1 8,O ?部は内彎する。

14 5 1土一坏1SD73- 底部内面から体部にかけヘラ1%残存
B期1 2.0 磨き。 赤色スコリア状物

フク土1 5,25 質を含む。

ー

考

体部内面、下部ヘラ状工具に1底部体部一部残存
よるナテ゛。

口縁部破片

ロクロ整形、糸切り後、外縁?底部一部残存
部ヘラ削り。施釉は刷毛塗り

する。

ロクロ整形、底部蛇の目高台。?底部%残存釉は薄黄緑色。

底部ヘラ削り。体部内外面共?酸化鉄分によるサビ、スス付着。
にナデ0 1破片

底部ヘラ削り。体部指頭痕あ?底部のみ%残存
り。
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8人孔

法量1 器形の特徴

14- 6 ?須B?坏?SD73?1-?高台部台形状。
高台付I B期1 2.0

フク土1 6.5

14 7 ?土一坏jSD73-1 18.8 ?底部から体部にかけ直線ぎみ1底部ナテ゛体部内外面上端にか1%残存底部内面から体部にかけてス
13図版 B期1 8.9 ?に立ち上り、口縁部はやや外?け横ナデ、体部外面指頭痕あト付着赤色スコリア状の物質有り。

フ ク土1 8.4 1反する。 り。

14- 8 ?土-01 SD73-1 15,2 レコ」の字状の口縁を有する1口縁部内外面横ナデ。
B期1 4.25

フク土

14- 9 1須A?坏1SD73?1 13.2 1底部から口縁部にかけて直線1底部ロクロ回転糸切り後、外1%残存
13図版 1 1 B期1 3.5 1ぎみに立ち上がる。 ?縁部ヘラ削り。

フク土1 7.7

14 - 10 1須A?坏?SD73-112.4 ?底部から体部にかけやや外傾?底部ロクロ回転糸切り、体部?完形。海綿状骨針の物質有り。
13図版 1 1 B期1 3.8 ?し、体部上端やや内彎し、口?ロクロによるナデ。日縁部ナ

フ ク土1 7.2 1縁部外反する。 ?テ゛。

14-11 ?須A?坏?SD73-112.15?底部から口縁部にかけてやや?底部ロクロ回転糸切り、体部1完形。
13図版 1 1 B期1 3.251直線的。口縁部やや外反する。?口縁部ロクロによる横ナデ。

フク土1 7.3

14-12 ?須A?坏?SD73-112.9 ?底部から体部にかけてやや内
B期1 3.6 1彎し、口縁部外反する。

フク土1 7.4

15 一 1 l須A?坏lSD73?} 13.4 j体部はやや内彎し、口縁部に1底部ロクロ回転糸切り。体部1%残存
B期1 4,川かけやや外反する。 ?粘土ひも有。体部、内外面ロ

フク土1 6.3 1 ?クロによるナデ。

15 2 1須A?坏?SD73?1 10.35?底部から口縁部にかけ直立ぎ」底部ロクロ回転糸切り。体部?%残存
B期1 3,7 ?み、全体にやや器肉は厚い。?内炸面共にロクロによるナデ。卜部スス付着

フク土1 6.3

15 - 3 ?須A?坏?SD73?1 13.7 ?体部はやや外反し器肉は薄い。?体部内外面共ロクロによるナ?底部なし。体部内面スス付着
B期1 4.3 1 ?デ。口縁部、粘土巻上げ痕有

フク土1?1 }り。-

15 - 4 ?須A?坏?SD73-1-1全体に器肉は薄く、底部から?底部ロクロ回転糸切り。
B期( 2.4 1体部にかけ外彎する。

フク土1 4.7

15 - 5 ?須B?坏?SD73-1 15.8 ?体部は内彎し、口縁部外反すl底部ロクロによる糸切り。体l一部欠損
13図版 1 1 B期1 5,4 ?る。 部内外面ロクロによるナデ。?口縁部スス付着。

フク土1 6.25

15 - 6 1須A?坏1SD73-1 13.7 1底径が大きく器肉は厚い。 1底部糸切り、高台部を貼り付l%残存
14図版 1高台付I B期1 3.9 け後、体部口縁部ナデ。粘土?内外面スス付着。

フク土1 9.4 ひも有り。

15 - 7 ?須A一皿?SD73?1 15.3 ?底部から口縁部にかけて直線?底部ロクロによる糸切り。体四残存
14図版 1 1 B期1 2,3 ?的に炸傾する0 1部内面はロクロによるナテ゛。

フク土j 6.0

土器一覧

1 成・整形の特徴 I 備

底部糸切り後高台部を貼り付?底部%と体部破片
け後ナデ゛とヘラ削り。

同 上

%残存。

粘土の継ぎ目有り。

口縁部のみ。

%残存

考

ー
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8人孔 土器一覧

法量1 器形の特徴 成・整形の特徴 備 考

15 8 レ頁A一皿1 SD73- 底部ロクロによる糸切り。 ?底部のみ鉄さび付着。
B期1 2.2

15 - 9 ?須A一壺?SD73?1-?底部から体部にかけ直立ぎみ?底部ロクロによる糸切り後中?%残存
(高台付)I B期1 4.7 ト立ち上る。器肉は厚い。 レ(.=を残し、その他ナテ゛。

フク土1 7.15

15-10 ?須A?婉?SD73-115.0 ?体部中央内彎し、口縁、高台?体部ロクロによるナデ。口縁山残存
B期1 5,5 ?は外反する。 ?部ナデ。

フク土1 7.5

15-11 ?須A-Bi SD73?1-?高台部分「・・」の字状に開く台?底部静止糸切り後、高台を付?底部%残存
14図版 1 1 B期1 3.7 ?形を呈す。 ?ける。 自然釉付着。

フク土1 8,9

15 12 ?須A一蓋?SD73-1 23.6 ?口縁部内傾し断面は長方形を?ロクロ整形。天井部ヘラ削り。?口縁部のみ鉄サビ付着。
B期1 4.0 1呈す。

フク土

15 13 レ頁A一蓋ISD73- 擬宝珠状 ロクロ整形。天井部ヘラ削り。1天井部%残存
B期1 345 1天井部器肉は厚い。 スス付着。

フク土

15-14 ?須A-WI S D73-1 16.9 ?口縁部先端部分やや外反する。?ロクロ整形。天井部ヘラ削り。?口縁部のみ。
B期1 3.6

フク土

16 1 l須A一蓋?SD7:3-

B期1 1,6

フク土

16 2 レ頁A- ? SD73- 首部外面ロクロ回転ナテ゛。二1%残存
長頚瓶I B期1 8.5 段継ぎ、胴部ロクロ回転によ

フク土 るナテ゛。

16 3 1須A- ?SD73- ロクロ整形。羽の部分体部に1%残存
14図版 羽釜 B期1 3.3 つけた後ナデ。 鉄さび付着。

フク土

16 - 4 ?灰一椀?SD73-1-?高台部分外反した台形を呈す?底部ロクロにょる糸切り後高?底部のみスス付着。
台部貼り付後ナデ。 ?釉は薄緑色。

フク土1 7.4

16 - 5 ?灰一壺?SD73-1-?肩部のはりが強い。器肉は厚?高台部ロクロにょるナデ。胴?首部欠損
14図版 ?(高台付)I B期叩o.o ib・。高台はカギ形を呈する。?部ロクロにょるナデ。後中央?肩部に緑色の釉。

フク土1 5.25 部分ヘラ削り。

16 - 6 ]灰一壺?SD73-i-?器肉はやや厚い。高台部は長?高台部ロクロにょるナテ゛。 ?底部%残存
(高台付)I B期1 3.9 ?方形を呈する。 1 ?釉は緑色。

フク土1 7,8

16- 7 ?灰一 ?SD73?1 9.リロ縁部はラッパ状に開く。 ?頚部ロクロにょるナテ゛。施釉1口縁部%残存
長頚瓶I B期1 4.4 は潰がけ。

フク期-

16 一 8 ?須A一蓋1表 土 高台状つまみ。 天井部中央ロクロ回転による1天井部残存
14図版 2.0 ヘラ削り。 天井部内面硯に使用した痕跡有り。

%残存天井部炸面はヘラ削り。
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8人孔 土器 覧

挿
図ー
16 9

14図版
須A-1表 土? 18.8 ?宝珠状つまみ。天井部から口?天井部ロクロ回転によるヘラ1口縁部一部欠損

5.0 ?縁部にかけて内彎する。 ?削り、体部ロクロによるナデ。

器形の特徴 I 成・整形の特徴 1 備 考

1

16 - 10

14図版

須A一壺1表
(高台付)

土1-1高台部は低く「ハ」の字状、底?ロクロ讐形高台部ヘラ削り、
部と台部の間に工具による穴?底部内面タタキ痕有り。体部9,5
有り、底部から体部にかけて1ヘラ削り、体部中央より上に

太い沈線あり。10・O ?大きく内彎する。

%残存

16 11 ?灰一壺?表 土1-?器肉は厚い。台部は低く内面
6.651凹む。
11.5

ロクロ整形高台部貼り付け後?高台部体部破片
ナデ。体部内面ナテ゛。外面はl釉は緑色。
ヘラ削り、施釉は漬け掛け。

16 12

14図版

灰- 1表
長頚瓶

土1 12,0 1口縁部ラッパ状。
10.7

頚部ロクロによるナデ。頚部1頚部%残存
と胴部は二段つなぎである。?釉は緑色。
施釉は、はけ塗り。
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3人孔
鐙瓦一覧

4人孔

6人孔

7人孔

2人孔
宇瓦一覧

4人孔

6人孔

7人孔

8人孔

- 26 -

挿図

図版

出土

位置
直径

内 区 外 区

全長 備 考中房

径
蓮子数

弁区

径
弁中帛 弁数 幅

内 縁 外 縁

幅 ロ 幅 Ⅰ下
17-6

16図版

表土 11.1 5.8 1+4 11.1 4.8 T8 22 間弁を有する。

蓮子はわずかに残存。

181

16図版

表土 20.0 546 1+6 16.6 5.5 T8 1.7 0.3 a 14 0.2 a 3.1 瓦当裏面指ナデ(?)。

海綿骨針を含む。

20-2

20図版

表土 8.6 2.0 1+6 6.6 5.0 T7 1.1 1 0.5 Ba 5.3

29-1

29図版

表土 22.2 7.6 1+6 18.6 5.5 T8 1,8 1.8 0.8 Ba 10.2 海綿骨針を含む。

挿図

図版

出土

位置

寸 法 内 区 外 区 脇 区

文様

深さ

全長 備 考上弦

弧幅

下弦

弧幅
弧深 厚さ 厚さ 文様

上 下

幅 文様

Vロ 厚さ▽
17-4

15図版

表土 5.5 1.3 3.6 G 0.3 7.0 顎Fl-a0

18-2

16図版

表土 10.0 4.5 5.6 3.7 HK 0.9 a 1.O a 4.5 043 a 10.7 顎02-ao

瓦当面及び女瓦部凸面一

部朱付着、女瓦部凸面縦

位縄目叩き、黒色スコリ

ア含む。

18-3

17図版

表土 10.2 11.8 3.7 G 4.0 0.6 15.6 F1-a0

女瓦部凹凸両面縦ナテ゛、
海綿骨針を含む。

20-3

20図版

表土 15.5 15.O 3.8 G 4.0 0.75 12.9 顎E-a0

文様茫型横ナデによる施

文。女瓦部凹面糸切り痕。
凸面不整形。

20-4

20図版

暗茶

褐色土

14.5 8.7 5.3 3.9 HK

(右→左)
1.3 a 0.3 18.9 顎G-1。

女瓦部凸面縄目叩き。

21-1

21図版

暗茶

褐色土

16.5 18.1 5.0 3.7 HK

(右→左)

0.4 a 0.9 a 0.2 7.5 顎F2-a0

海綿骨針を含む。

27-1

26図版

SD73

フク土

6.5 7.8 4.0 2.0 H 0,8 a 1.0 a 0.1 8.6 顎E-C0

34-1

37図版

表土 17.7 17.4 4.2 KK a a 4.1 a 0.2 20.2 顎F2-ら

女瓦部凸面縦位縄目叩き

(L15本)瓦当部左側端面

に「王」ρ)λ.幾1一客宅。
黒色スコリア含む。

34-2

36図版

表土 9.5 7.8 4.8 3.6 HK

(左→右

0.5 a 0.7 a 5.5 a 0.3 8.1 顎F2-a0

海綿骨針を含む。



孔反6
男瓦一覧

7人孔
男瓦一覧

8人孔

-石 一

挿図

図版

出土

位置

寸 法
成 ・ 整 形 の 特 徴

備 考凹 面 凸 面 端 面

狭端 広端 全長 厚さ 素材 布目 特 徴 叩き 特 徴 特 徴

21-2

21図版

表土 11.3 1,6 23×25 不整形 縄目 横ナテ゛(回
転利用?)

左側端ヘラ

削り

凹面に判読不明のヘラ書

き文字。

21-3

21図版

表土 12,9 15.3 42.1 1.9 21×22 両側端縁幅

広くヘラ削

り

縮目 全面板状工

具による横

ナテ゛

全端而ヘラ

削り

凹面に粘土板合せ目S0

22-1

21図版

表土 11.4 22.4 1.75 粘土紐

6本

左巻き

上げ

19×23 広端を除く

3端幅狭く

ヘラ削り

板状工具に

よる横ナデ

狭端指ナデ

左・右側端

面ヘラ削り

海綿骨針、黒色スコリア

を含む。

22-2

22図版

表土 24.3 18.9 2.7 粘土紐 24×27 狭端を除く

3端幅狭く

ヘラ削り

縄目 縄目叩き良

全面縦ナデ

狭端を除く

3端面ヘラ

削り

凹面縦ナデ、広端小さく

隅切り。

挿図

図版

出土

位置

寸 法
成 ・ 整 形 の 特 徴

備 考凹 面 凸 面 端 面

狭端 広端 全長 厚さ 素材 布目 特 徴 叩き 特 徴 特 徴

27-2

27図版

SD73

フク土

21,5 17.5 2.0 粘土紐

左巻き

上げ

18×19 狭端を除く

3端幅広く

ヘラ削り

左回転ナテ゛ 狭端を除く

3端ヘラ削

り

凸面に1豊」の押印。
黒色スコリア含む。

27-3

27図版

SD73

フク土

5,4 1.9 20×23 側端幅狭く

ヘラ削り

縄目 側端幅狭く

ヘラ削り

右側端ヘラ

削り

凹面「+」のヘラ書き。

29-2

29図版

表土 13、8 24.0 2.4 30X33 広端幅広く

ヘラ削り

広端指ナデ

その他横ナ

テ゛

広端・左側

端ヘラ削り

凹面布継ぎ目指ナデ消し。

30-5

31図版

SD73

A期

10,5 10.7 2.5 27×28 広端幅広く

ヘラ削り

全面横ナデ 広端ヘラ削

り

広端面に「+」のヘラ書き。

30-6

31図版

SD73

A期

5.1 12.1 1.9 27×32 広端・左側

端幅狭くヘ

ラ削り

全面回転ナ

デ

広端・右側

端ヘラ削り

側端面自然釉付着。

31-1

31図版

SD73

A期

7,5 7.8 1,8 粘土紐 38×37 広端幅狭く

ヘラ削り

回転ナデ、

広端幅狭く

ヘラ削り

広端・右側

端ヘラ削り

広端面小さく隅切り。

海綿骨針、黒色スコリア

含む。

31-2

31図版

SD73

A期

、10.3 13.1 1.6 全面縦

ナデ消

し

広端・左側

端狭くヘラ

削り

左右側端幅

狭くヘラ削

り

広端・右側

端ヘラ削り

凹面全面縦ナデ、広端面

やや大きく隅切り。

31-3

32図版

SD73

A期

5.4 15.5 4.2 33×30 広端・右側
端幅狭くヘ

ラ削り

縄目 叩き後全面

縦ナテ゛

広端・左側

端ヘラ削り

凹面部分的に縦ナテ゛(指)、

広端面小さく隅切り。

31-4

32図版

SD73

A期

13.6 1.6 全面縦

ナテ゛

側端幅狭く

ヘラ削り

全面縦ナデ 左側端ナデ 凹面全面縦ナデ判読不明

朱墨書。海綿骨針、黒色
゛支コリア含む。

32-6

34図版

SD73

A期

9,4 12,4 2.5 22×19 広端・右側

端幅広くヘ

ラ削り

広端・左側

端ヘラ削り

黒色スコリア含む。



女瓦一覧

f昌ザ 土 9.45 2,7 16X20 縄1渠 ?- Δにで?ニヘラ書急文
+κ旨ぐ 土 3.8 2,2 ? 17×19 一 縄リ渠 芋嘔に1大」のヘラ書き文
17-31表 土] 1 ]13.0 1 2.7 1 ]24 X 231左側端縁幅1格子目1 叩き密 1左側端ヘラ]海綿骨針及び黒色又コリ
15図版1 111111 ?狭くヘラ削1 (小)1 ?削り ?ア含む。

り

1人孔

備 考

2人孔

[關何
3人孔

17-71表土
16図版

17-81表上
16図版

6.1

1
11.9 1 2.5

17×171側端縁幅狭1格子日 右側端ヘラ1赤色スコリア含む。

20×181端縁幅狭<I縄目L?側端縁に斜1狭端・右側?凹凸両面糸切り同一方向、
ヘラ削り 1 1行 1端ヘラ削り?狭端縁に対して斜行(右

上り、左下り)海綿骨針
含む。

縦ナデ、横1板 目?広端縁にや?広端ヘラ削1広端部粘土折り返し。
ナテ゛端縁幅1 1や平行、叩1り 1海綿骨針及び黒色スコリ
狭くヘラ削1 1き密 1 1ア含む。
り

1

4人化

18-5]表土1 8.6
16図版

18-61表土
17図版

1:で! ?- 一 笹1;1Z?右側面ヘラ10面「大井」の押型文字。
削り(2面)レ!蝉骨針を含Q0

1

14×19?狭端縁幅広1格子目1 叩き疎 ?狭端・右側j海綿骨針を含む。
く側端縁幅1 1 ?端ヘラ削り
狭くヘラ削
り

12,0 1 21.9 1 2.7 1粘土紐115×171端縁幅狭く閣覗目Ll/1・単位側端?広端ヘラ削j凹面「中」の模骨文字。
ヘラ削り 1 14本1縁に対しや1り、右側端1 - -

や弧を描く ?指ナテ゛

12.6 1 2.2

5人孔

19-61表土
19図版

20?11表土
19図版

19-3j黒褐色
18図版1土

19-41黒褐色
18図版j土

19-5?暗茶褐
19図版1色土

15.7 1 28、8 1 2.5

7.1 125.651 2,8

15.55113.751 2.5

9.5 1 2.4

"゜゛゜"て讐で計゜1"゜"ゝ箕4;′1?R吉z:?・
14×181両側端幅広?正格子1側端縁(,こ対j狭端を除く1全体に自然釉付着、巨辿

く、ヘラ削 して弧(A)日端面ヘラ]史央?1男」の)?書き,'FIJ.
を描く(疎川削りり。

警 土128×231広端・左側1縄目L1側端竺に対?広端・左側?縄目押圧、広,端?面「?リ9
横紐? ラ!;蔽ド゛jv1““ピヘ″′1″1器垂誌,

ヘラ削り。

けさ11“*?で何21×19?側端幅狭く1織目 ?側端縁に平1左側端ナデ1広端面ワラ状圧痕多し。
赤色スコリア含む。

1

不整形 縄目J端縁に平 1「矢口」のヘラ書き文一
縄目 1 1左側端ヘラ1凹面全面横ナテ゛、′口右
8本1 ?削り 1小」ヘラ書き文字。黒色

スコリア含む。

- 28 -



6人孔
女瓦一覧

7人孔

- 29 -

挿図

図版

出土

位置

寸 法
成 ・ 整 形 の 特 徴

備 考凹 面 凸 面 端 面

狭端 広端 全長 厚さ 素材 布目 特 徴 叩き 特 徴 特 徴

22-3

22図版

表上 4.7 7.2 1.9 24×21 狭端縁幅広

くヘラ削り

縄目L

11本

狭端ヘラ削

り

凹面1大里」の押印。

海綿骨針を含む。

23-1

22図版

表土 28.5 29.6 2.35 18×16 広端左側端

縁幅狭くヘ

ラ削り

胤目L

7本

弧を描く 狭端除く3

端面ヘラ削

り

23-2

22図版

表土 15.3 2、35 21×22 側端縁幅狭

くヘラ削り

斜格子

目

叩き、やや

疎

左側端ヘラ

削り

凹面に判読不明のヘラ書

き=-

23-3

23図版

表土 13.7 18.1 2.1 狭端縁幅狭

くヘラ削り

糸眠目L 側端縁に斜

行

狭端・左側

端ヘラ削り

凹面全面縦ナデ、海綿骨

針を含む。

24-1

23図版

表土 12.9 16.2 2.3 18×18 広端・右側

端縁広くヘ

ラ削り

格子目 叩き密 広端・右側

端ヘラ削り

海綿骨針、黒色スコリア

含む。

24-2

23図版

表土 17.45 14.1 2.8 17×14 広側端縁幅

狭くヘラ削

り

糸鳳目L

9本

側端縁に平

行斜行混在

広端・左側

端ヘラ削り

凹面に判読不明の朱墨書一
支字。

24-3

24図版

表土 18.8 19.2 2.6 18×21 端縁幅広く

ヘラ削り

斜格子

目

叩き

やや疎

広端・左側

端ヘラ削り

(二面)

凹面1荏」の押印。凸面
「荏」の押型。黒色又コリ

ア含む。

24-4

24図版

表土 12.1 12.8 2.6 17×21 端縁幅狭く

ヘラ削り

胤目L

7本

側端縁に斜

行

広端ヘラ削

り左側端ヘ

ラ削り

(二面)

海綿骨針を含む。

25-1

24図版

表土 15.95 2.6 18×18 側縁幅狭く

ヘラ削り

擺目L

9本

側端縁にほ

ぼ平行

左側端ヘラ

削り

板状の形(一枚作り?)。

凹面に指頭痕、海綿骨針

を含む。

25-2

25図版

表土 12.7 24.2 3.3 21×22 狭端側端幅

狭くヘラ削

り

胤目L

6本

側縁に対し

てやや弧を

描く

狭端・右側

端ヘラ削り

(三面)

25-3

25図版

表土 21.5 25.3 2.65 26×27 側端幅広く

ヘラ削り

格子目 叩き疎 広端・左側

端ヘラ削り

凸面部分的に縦ナデ。

海綿骨針、赤色スコリア

含む。

26-1

25図版

表土 11.1 19.7 2.6 19×19 狭端縁幅広

く左側端狭

くヘラ削り

縄目L

7本

側端縁にほ

ぼ平行叩き

疎

狭端・左側

端ヘラ削り

海綿骨針、赤色スコリア

を含む。

26-2

26図版

表土 21.1 21.0 2.55 17X15 端縁幅狭く

ヘラ削り

縄目L

10本

八字形やや

弧を描く

(円弧B)

狭端ヘラ削

り、右側端

指ナデ

凸面棒状圧痕(1条)。

27-4

27図版

SD73

フク土

24.5 16.6 2.6 18X20 広端・左側

端縁幅広く

ヘラ削り

縄目L

7本

叩きやや密

側端縁に平

行

広端・左側

端ヘラ削り

広端面にワラ状圧痕多し
凹凸両面糸切り(同方向

右上り)。

28-1

27図版

SD73

フク土

11.9 9,3 2.1 18×23 右側縁幅狭

くヘラ削り

縄目L

10本

側端縁に斜

行

広端・右側

端ヘラ削り

(二面)

凹面横ナデ、広端側隅切

り。

28-2

28図版

SD73

フク土

10.9 15、7 2.7 21×23 狭端・左側

端幅狭くヘ

ラ削り

縄目 側端縁に斜

行叩き疎

狭端・左側

端ヘラ削り

28-3

28図版

SD73

フク土

14.6 27.2 2.5 24×27 広端・左側

端縁幅狭く

ヘラ削り

縄目L

11本

広端・左側

端ヘラ削り
凸面広端寄翳=1上Jヘ
ラ書ぎ文字。

28-4

28図版

SD73

フク土

17.3 15.7 2.0 20X19 広端・右側

端縁幅狭く

ヘラ削り

縄目

8本

側端縁に斜

行

広端・右側

端ヘラ削り

凹面に判読不明朱墨書。

凸面棒状圧痕



7人孔
女瓦一覧

18×16?側端幅広くI格子目1 叩き疎 1右左側端へ1堤瓦(女瓦半載)。海綿骨
ラ削り 1針、黒色スコリア含む。

1

29-41表土 24.5 1 15.7 1 3.0 ?粘 土?20 X 201広端・左側I縄目L1やや弧を描1広端ヘラ削
30図版 端縁幅狭くI 8本1く り、左側端

指ナテ゛

30-11表上
30図版

糸釘iE] L

8本 客字。黒色スコリアを?★
凹面に「国成」の～ラ書き

む。

シ11゜"゜ ゜゛゜ "゜゜ ″″′止訂゜6猶 亡″′1讐゜1?0へ″′
30-31表 土1 8.6 1 ? 17,7 1 1.8 1 124×271狭端右側端1格子目 狭端ヘラ削
30図版 幅広くヘラ] 1 ?り、右側端

削り 11 1ヘラ削り
(二面)

20×17?側縁幅狭く?縄目L1側端縁に斜j右側端ヘラ?凹面に1+」、の模骨客字
て原体陽刻)1

備 考

30-41表土
31図版

8人孔

宗晶父9; 2“6 ゛0゜2 ゜゜゛
31-6?SD731 5,5 1 1 10,6 1 1.8
32図版い 期

18818 τ端ヘラ削 斜格子 ?寺端ヘラ削 う面"荏・0押型文字・
15×18?狭端・右側1縄目L?側端縁に直?狭端ヘラml海綿骨針を含む。

端幅広くへ1 12本?行 ?り右側端へ
ラ削り 1 1 ?ラ削り

(二面)

18×19]側端幅広く?縄目L1長単位(長?左側端ヘラ?凹面糸切り痕顕著。
ヘラ削り 1 9本]さ1ζ以上川削り

側端縁に平

行斜行混在

17×18?広端幅狭く1縄目L1 ?広端・左側1凹面に凸型の痕、凹面に
側端幅広く1 7本1 ?端ヘラ削り]布継ぎ目。海綿骨針を含
ヘラ削り 1 11 1む。

16×19?側端幅狭く1胤目L?側端縁に対?狭端ヘラ削
ヘラ削り 1 10本?し弧を描引り左側端指

ナテ゛ヘラ削

り

23×241狭端幅広く ]擺目L1叩き目痕押?狭端・左側
右側端幅狭1 12本1圧を受け不?端ヘラ削り
くヘラ削り1 1明瞭

28×211端縁幅広く?縄目L?ナテ゛後叩き?狭端ヘラ削?凹面に布末端(端縁に平
行)凸型1枚作り?。

ー

23×26?狭端幅広く1正格子1やや雑な叩1狭端不整形

21×171狭端・左側 狭端・左側

端幅狭くへ 端ナテ゛

ラ削り

17×23 讐で冨寺く 告格子 晋端縁に斜 畠IZu竺盛l17×23?側端幅広く?正格子?側端縁に斜?右側端ヘラ?海綿骨針を含む。

23×221狭端・左側1板 目j側端縁に斜?狭端不整形
端幅狭くへ1 ?行 1左側端ヘラ
ラ削り 1 1 ?削り

18×16?狭端・右仙川縄目L?側端縁に斜?狭端・右伺川赤色スコリアを含む。
端幅狭くへ1 6本?行 ?端ヘラ削り
ラ削り

18×141広端・左側I縄目L1側端縁に斜?広端・左側I全体に自然釉付着、海綿
端幅狭くへ1 9本I行 1端ヘラ削1川骨針を含む。
ラ削り

31-71SD73

33図版IA 期
17.4 1 2.3

31-81SD73
32図版IA 期

32-11SD731 18.8
33図版IA 期

27 37 91

522 52

32-21SD73? 10.35
33図版IA 期

1I温ド▼円
32-51SD731 6,0
34図版IA 期

33-1 lSD73

35図版団 期

33-21SD731 8.3
35図版IB 期

33-31SD731 7.6
35図版IB 期

12.8 1 2.4

22.0 1 3.2

10.0 1 2.1

33-41SD73
36図版団 期
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8人孔 女瓦一覧

富;5。4′。、,5,″′.。4二,′9、二:!・、″、′t“″;冫・
33-5?SD731 ] 13.9 1 20.7 1 3.3
36図版{B 期

17×161広端・左仰川縄目L?側端縁に斜1広端・ヘラ1凹面に害上」逆字模骨文字
端幅狭くへ1 9本}行 1削り、左側1(上二)。凸面に棒状庄痕
ラ削り 端指ナテ゛ 1卑懺面に1キ」及び「○」の1

くヨn辱き。-
ddh

ψ?

4″?゜゜男写二亡14;0″“ヘト}11富凱プ

考

9人孔

34-41SK286 側端幅広く1縄目L1部分的に残1右側端ヘラ1凸面指頭痕多し。37図版?フク土
黒色スコリア含む。

6人孔 博 一 覧

寸 法
1

図 版 位置長辺短辺厚さ
表 裏 側 面 備 考

26 3 1 表 土 1 16.2 1 18.4 1 7.0 1全面ヘラ削り、裏面1全面ヘラ削り 海綿骨針、黒色スコリア含む。26図版 部分的に布目圧痕残
存

26 - 4 1 表 土 1 23.8 1 16.8 1 6.0 1全面ヘラ削り 全面ヘラ削り

8人孔 石製品一覧

嵩雪種別 告毒石質寸法重量 備

38?5j砥 石? SD73 ?砂 岩][56・21 65gl上面砥石として使用。
幅4.0B期41図版
厚さ 1,7

8人孔

38 -

41図版

10.9 1 2.3

1

1
海綿骨針を含む。

1

1

考

鉄製品一覧

別l出土位置 寸 法 1
明 ) SD73A期 1長さ 7.6

幅 5.2

1

備 考

-31-



擺文土器一覧

晋 ? 孟 制 關 毒 斎様構成要素 内面調整 備

゜゛38品、′ 瓢葉 ゜豐よ″1゛゜ご14ゝ 71゛
諸磯B式

3538昌1 =荒 ゜豐10?゜ - “7゛
五領ケ台式

゜゛38婉゜ 温薫ノ豐ノ1 71ゝゝ 五領ケ台式

゜゛38旨l 翫J7℃,,1111゜1 "74
勝坂式

3538あ1 = 孟 ゜凶。よ悶T゜“11"゛77゛ 勝坂式

3538昌J 渦 薫 ゜壓、よ″11.P'i ■f 勝坂式

35:〕1西E而= ナデ(粗雑) 勝坂式

35忘゜?晶よ霊0竪ぶ11″″ 曽利式

゜゛38昌J 告d ゜豐よ1“"11-」二??」 加曽利E式

3538品、″翫J ゜豐211艷 71"ゝ 加曽利E式

沈線、条線 加曽利E式

38図版 口縁部 黒褐色土

35 沈線 ナテ゛(粗雑) 加曽利E式

38図版 口縁部 黒褐色土

35

38図版 口縁部 黒褐色土

隆帯、沈線、胤文 ?磨(丁寧) 加曽利E式

35

38図版 口縁部

l

黒褐色土

隆帯、 ナテ゛(粗雑) 加曽利E式

35 加曽利E式

38図版 胴 部

3538冒,,″ 瓢 孟 ゜全汰。よ ′171 “7゛ ????-
加曽利E式

35忘"″?醤? 黒褐色土

擺文、沈線 加曽利E式

35 縄文、沈線 加曽利E式

38図版 胴 部 黒褐色土

35 加曽利E式

38図版 胴 部 表 土

3538品、″ = 荒 ゜寵。よまF゜゛1“7ゝ "71"ゝ 1 加曽利E式

゜゛38昌ヵ″ =孟 ゜豐イ1" “1゛ ?- 加曽利E式

゜゜ = 北 ゜皇耘よ"10゜゛10ゝ 77゛゜17゜ 加曽利E式

加曽利E式

考

ー

1

1

1

1

1

1

1

1
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縮文土器一覧

晋 躍 孟 制 吉 毒 文様緑艷ザ?要i 内面調整 備

35-24 1 深 鉢 1 8人孔 ?櫛目(6本単位) 加曽利E式

゜゜38昌J =薫 ゜豐ff9ご7゛ 加曽利E式

゜゜3。冒1 ほ 孟 ゜皇ムよ ?? プ(1") 加曽利E式

゜゜3。旨1 47 ゜豐よv1 加曽利E式

36
片側刻み込み

周囲磨 重量-20g

゜゜3。旨1[丁゜晶エ ″′ 称名寺式

称名寺式
39図版 1 把 手 1 黒褐色土

36
称名寺式

゜゜≦冒オ孟覧ν1"゛艷 "1゛1 称名寺式

36- 9 1 深 鉢 1 8人孔 ?隆帯、沈線、刺突 トテ゛(粗雑) 称名寺式

[ニミ÷坐ぐ[.,ζ 8杢=,ヵ ?線、縄文 ナf 称名寺式

゜゜3忘0 == ゜晶よ′1!ご7゛ 称名寺式

称名寺式

ピ→?[(【土s会H.よ′"゛4“ 7゛ 称名寺式

゜゜≦"醤覧エ′艷一 "7′じ一 称名寺式

゜゜3≦"H゜晶グ″1′- "1゛ 称名寺式

゜富゜:d゜晶ザ・二1.1 -加曽利B式
゜゜≦"冒dマノ1′1″″『■- 加曽利B式

36-18 1 深 鉢 1 8人孔 1(口縁部、沈線)点列 ?ナテ゛(丁寧) 加曽利B式
39図版

ナテ゛(丁寧) 加曽利B式
39図版 口縁部 1 黒褐色土

36 - 20 1 深 鉢 ] 8人孔 1(格子目状、沈線) ?ナデ(丁寧) 加曽利B式
39図版 ?口縁部 下部1 黒褐色土

゜゜3≦゜"番゜晶61竺一 “1 加曽利B式

経、2本潜り、1本超え
39図版 j 底 部 1 黒褐色土 緯、2本超え、1本潜り

-33 一
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石器一覧

37-11石 槍1 7人孔 1安山岩1長さ12.91 95g1左側縁を敲打製形。
40図版 ?T斗石質■す法1重量幅3.7

厚さ 2,1

備

37-2?削 器1 8人孔 1安山岩1長さ11.81 227g?楕円の薄い横長剥片の下半部の縁辺をそのまま刃部として使用している。
40図版1 1黒褐色土1 ?幅 8.9

厚さ 2.4

37-3?削 器1 8人孔 1頁 岩1長さ12,71 157.51右側辺を刃部として使用。
40図版1 1黒褐色土1 ?幅 6,21 g

厚さ 1.8

37-4?削 器1 8人孔 1玄武岩1長さ4.41 18g1下部を刃部として使用。

40図版1 1 SD73 1 ?幅 5.1

B期1 1厚さ0.9

37-51打製石斧1 8人孔 ?粘板岩1長さ9.91 137 g1下端から打撃で大きく刃部を創出したのち両側縁に敲打を集中し整形している。片刃
40図版1 1黒褐色土1 ?幅 7.41 1の直刃で技法が特徴的であり、形状も撥形であるところから、トランシエとも考えら

厚さ 2,41 1れる。?

考

l

37-61打製石斧1 5人孔 ?砂 岩1長さ9.41 216 g1斧頭部に若干の両縁に徹底した敲打整形による潰水がみられる。最大幅を刃部付近に
40図版1 1表 土1 ?幅 7.61 1持つ撥形である。

厚さ 2.3

37-71打製石斧1 8人孔 1砂 岩1長さ10.71 193 g1両側縁に敲打を集中し着柄を意図したと思われる湾入が窺える。刃部は使用の結果、
40図版1 ?SS-131 ?幅 8.1 大きく剥落、欠損している。又鈍器である。器体裏面中央に着柄の結果ズレが生じ磨

厚さ 2.8 滅している。全体によく磨滅し顕著でないが脂肪沢がある。最大幅を刃部付近に持つ

撥形である。

37-81凡字形 1 8人孔 1砂 岩1長さ8.21 254g?偏平長楕円の礫を素材として下端を半載して得た底面の縁辺を調整している。周縁部
40図版1 石 器1黒褐色土1 ?幅 6.71 ?に敲打を集中し側辺は「ハ」の字状に開く。

厚さ 3,6

38-11スタンプ1 8人孔 1砂 岩1長さ8.91 210 g?甲高断面三角の石器である。折断面は右側方向からの力で折れたかのようである。頂
41図版?状 石器1黒褐色土1 ?幅 4,91 ?部は頂部端方向から数次の打撃で、鈍くはあるが刃のように複数の小剥離を作出して

厚さ 3,81 ?いる。

38-21石 皿1 8人孔 1花崗岩 208 g1磨耗部分力坪坦である。
41図版 黒褐色土 厚さ 2.9

38-31凹 石1 7人孔 1花崗岩1長さ12.71 700 g1楕円形を呈し、両面に凹が2個ある。側辺部分一部磨滅している。
41図版1 1 SD73 1 ?幅 7.9

フク土1 1厚さ4.5

38-4?磨凹石1 8人孔 1砂 岩?長さ9,0? 272 g1不整円形を呈す。凹は浅くて広い。側辺に剥離痕がある。
41図版1 1黒褐色土1 ?幅 7,2

厚さ 3.5
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Ⅶ小 結

1.奈良・平安時代検出遺構について

今回の調査で検出された、奈良・平安時代の遺構の中でNo,4人孔にて検出された硬質面と、

No.7・8人孔にて検出されたSD73溝跡について若干の考察を加えたい。

硬質面について

No.4人孔において僧寺々域SD23溝跡のフク土上面にて検出される硬質面と同質なものが検

出される。SD23溝跡上端面から検出される硬質面は、深さが平均して25cm前後で、溝内の堆

積土がレンズ状から水平堆積になった時点で認られる。また、硬質面を境に上方では、遺物が

多量に出土することが確認される。(1)No.4人孔の硬質面は、当初住居跡床面ではないかと考え

られていたが、調査区断面の観察により、壁や周溝が認められないこと、硬質面の下に構築時

の掘込み等が検出できないことなどから、住居跡とは認められず、単に平面的に広がりを示す

だけでその性格は不明である。

SD73溝跡について

No.7人孔において1条、No.8人孔においてA期、B期の2条が認められた。両者は僧寺中軸

線より北へ78mに位置し同一の東西溝であると考えられる。

溝の堆積土は、砂礫が多量に含まれていることが共通した特徴で、遺物も瓦片、土器等が多

量に混入している。また、No.8人孔B期溝跡底面から約20～40cmの間隔をもって、水に混った

鉄分が浸透した褐鉄鉱のラインが付随していることが断面にて観察されることにより、僧寺々

域SD23溝のような素掘で、底面にロームブロックを主体となる土により下底面を整地され開

口している(2)のではなく、水路として、水が流れた可能性があると考えられる。

溝底面の高低差を比較してみると、7人孔溝底面の標高より8人孔A・B期溝の方が40～70

cm高いことが計測される。従って、SD73溝跡に水が流れたと考えるなら、西から東方向にむ

かって流路をとり、6人孔、5人孔の断面観察で若干砂礫層が確認されていること。僧寺々域

内については、第13次調査四中配水管埋設工事立会の際、または今回の調査で4人孔、3人孔

等には溝のフク土である砂礫層が検出されてないことにより、僧寺々域西辺SD23溝跡より東

側に伸びている可能性は薄い。

調査区の概観でも述べたように、国分寺崖線直下には現在でも数ケ所湧水が認られる。これ

- 67 -



Ⅶ小 結

らの湧水は一つの流れとなって、束元町2丁目付近で野川本流に合流する。また、僧寺西側地

域には湧水を集めた野川支流によって形成され黒鐘谷と呼ばれる浅い開折谷が存在し、谷底低

地は立川段丘よ1)も1～2m低位に位置し、従来は沼か低地として考えられていたが、当調査

地付近は、第28次調査で検出されたSB39掘立柱建物跡や、瓦積み基壇状遺構の存在があきら

かになり(3)、この低地にこれらの遣構が築かれるにあたり、また、僧寺々域内の整備をおこな

うために、崖線下湧水地域には、SD73溝跡のような湧水や雨水を流した配水路的機能を持つ

遺構が必要であったと考えられる。

SD73溝跡の出土遺物について

各人孔より出土した遺物の量は膨大であるが、表土層より出土したものが大部分で、遺構に

伴なった資料はNo.7人孔、8人孔SD73溝跡に廃棄されたと考えられる遺物のみである。 SD

73出土遺物の中で須恵器坏A(還元焔焼成)のものについて、南多摩窯跡群須恵器坏および北

武蔵の窯跡群須恵器と対比を試み、法量、技法などから分類した。先に当調査会、武蔵国府と

共に、武蔵国分寺出土土器の変遷を試案として見解を発表し(滝口宏1980)、また、市立第四

中学校建設に伴う調査報告にて、須恵器坏の分類を行っている(西脇俊郎1980)。その成果を

ふまえて、SD73溝跡の時期について

考えたい。その補助として他の器種、

灰釉陶器の共伴関係を明記したい。

No.7人孔 SD73溝跡

煩恵器坏底部整形技法は、回転糸切

りのみで再調整されたものはない。底

径、口径の法量は底径×2〉口径のも

の(第8図、2、6、7、8)、南多

摩窯跡群G-37窯期須恵器坏に対比さ

れると考えられる。次に底径×2〈日

径のもの(第8図、3、4、5、9、

10)に対比される窯跡は、南多摩窯跡

群G-25窯期と考えられる。

No.8人孔 SD73A期溝跡

須恵器坏底部整形技法は、回転糸切

りのみで再調整されたものはない。底

径、口径の法量は底径×2く口径のも

の(第12図、7、8、9)である。南

1・′3 /1/2

可?゛16

15

14
G-25

旋矛13

12

11

10

A 4 5 6 7 8 9

▲N07人孔SD73フク+一

●NO.8人孔SD73A輿1

■ I! B期

表-2 SD73溝跡出上煩恵誰坏(A)、口径・底径対比図表
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Ⅶ小 結

多摩窯跡群G-25窯期須恵器坏に対比されると考えられる。

No.8人孔 S D 73 B期溝跡

須恵器坏底部整形技法は、回転糸切り後、外縁部回転ヘラ削りが施されたもの(第14図、9)、

回転糸切りのみで再調整されてないもの(第14図、101且、12)である。これらの法量はNo.7

人孔SD73溝跡出土須恵器坏の法量に比較して、底径×2〉口径の差が大きくなる法量を持ち、

北武蔵の八坂前4号窯期須恵器坏(底部回転糸切りが主体をしめるが、一部外周のヘラ削り調

整が残る)、南武蔵における南多摩窯跡群G-37窯期須恵器坏に対比されると考えられる。次

に底径×2く口径のもの(第15図、2)対比される窯跡は、南多摩窯跡群G-5窯期と考えら

れる(4)。(表2参照)

灰釉陶器の共伴関係をみてみると、No.7人孔SD73溝跡より、折戸53号窯期と平行する、東

濃系大原-2号窯期のもの(第9図、5)、産地不明のもの(第9図、3、4、9)が伴出し

ている。No.8人孔SD73A期溝跡において、黒笹14号窯期と平行の尾北窯篠岡-47号窯期のも

の(第13図、7)、黒笹90号窯期(第13図、8)、黒笹90号窯期と平行の東濃系光ケ丘-1号

窯期のもの(第13図、13)が伴出している。No.8人孔S D 73 B期溝跡において、井ケ谷78窯期

もしくは黒笹14号窯期のもの(第16図、5)、折戸53号窯期のもの(第16図、4)、猿投窯と

考えられるが、窯は不明のもの(第16図、6、7)が゛伴出している(5)。

灰釉陶器の編年観は、最近の猿投窯、尾北窯、美濃窯(東濃)等における発掘調査の成果か

ら従来の編年に対して再検討を必要とする問題点が存在することにより(6)、今回は溝の年代を

考える上で、須恵器坏を使用し、灰釉陶器は除外した。

次に武蔵国府、国分寺跡出土土器変遷図(7)と南多摩窯跡群の須恵器坏の編年(8)にあてはめ、

SD73溝跡より出土の須恵器坏Aの時期を対比させると、国分寺跡出土土器変遷図、第III期の

時期に位置づけられる(9)。第III期第1段階では、須恵器坏底部回転糸切り後、外周ヘラ削りす

るものと、回転糸切りのままのものが伴出し、第III期第2段階以降は、須恵器坏は底部回転糸

切りのままとなる(10)。また、第III期は第4段階まで区分されており、第1段階は南多摩窯跡群

G-37窯期、第2段階はG-59窯期、第3段階はG-25窯期、第4段階はG-5窯期に対比さ

れると考えられる。これらの窯には、G-37は9世紀前半より9世紀中葉、G-59は9世紀後

半より9世紀末まで、G-25は10世紀初めより10世紀前半、G-5は10世紀前半から10世紀後

半までの年代が与えられる(11)。

従って須恵器坏の編年観より、SD73溝跡に年代をあてはめるならば、8人孔B期溝跡は、

9世紀中葉まで、A期溝跡は、9世紀中葉より10世紀前半まで溝の機能を果していたものと考

えられる。また7人孔SD73溝跡についても、攪乱により遺構の区分ができなかったが、ほぼ

同時期に存在したものと推測される。
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註1 滝日宏他 1980 「特集武蔵国府と国分寺」 文化財保護第12号

2 註1と同じ

3 註1と同じ

4 sD73B期出土遺物、須恵器1rは、G-37窯期のものが主体をしめている。また、A期・B期溝跡の

間に約5cmの間層が確訂、されているが、A期フク土の遺物がB期フク土にまぎれこむ可能性は十分に

考えられることにより、G-5窯期と考えられる坏は溝の時期を考察する上で除外した。

5 灰釉陶器の窯跡との対比は斉藤孝正・守屋雅史氏の御教示を得た。

6 楢崎彰一・斉藤孝正 1981 1猿投窯緬年の再検討について」シンポジウム『平安時代の土器』

発表要旨

7 註1と同じ

8 服部敬史・福田健司 1981 「南多摩窯址群における須恵器編年再考」 『神奈川考古』 第12号

9 第ⅠⅠI期の時期については、北1で発表したものと一部異なるために、修正しておきたい。

10 対比される窯跡については、註1で発表したものに追加してある。修正しておきたい。

11 服部敬史 1982 「東京考古」 南武蔵における古代末期の土器様相、編年表(A案)使用

2.擺文時代検出遺構について

今回の調査では、2基の集石が検出され、その概要は、Ⅴ検出遺構で述べたとおりである。

2基の集石の規模、集石を構成する礫の様相は異なるが、集石は平面的に広がりをしめすこと、

底面に土坑状の掘込みが検出されないことに共通点が認められる08人孔SS-13には、一部

焼礫が含まれている。また8人孔II層黒褐色土中より、縄文中期後半より後期前半を主体とす

る土器片が出土していることよりはは゛この時期の遺構と推察される。遺構が検出された7人孔、

8人孔は、Ⅰ調査地区の概観で述べた「黒鐘谷」地域にあたり、すくなからずIⅠL層暗茶褐色

土上面ないしは中位に、胤文時代の遺構が確実に存在することが確認された。

これら個別遺構の意味については、今回の調査では明らかにし得ないが、その存在の意味は

看過できないものがある。すなわち、国分寺崖線上(武蔵野段丘)に展開する集落遺跡との関

係を示唆し、さらには、崖線下の湧水地および黒鐘谷に面する立川段丘上における該期の遺跡

が存在することが、前原遺跡、貫井南遺跡を例として窺えるのである。
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